OLYMPUS 

デジタルカメラ 

FE-5050/FE- 4050 

取扱説明書 



♦才 U ンパスデジタルカメラのお買い上げ、ありびとラございます。カメラを操作しなびらこの説日月書 
をお読みいたださ、を全に正しくお使いください。特に「安全にお使いいただくために」は、製品を 
ご使用になる前に良くお読みください。またお読みになったあとも、必ずな管してください。 

• 海外旅行などの大切な撮影の前には試し撮りをしてカメラび正常に機能することをお確かめ<ださい。 
• 取扱説明書で使用している淑晶画面やカメラのイラストは実際の製品とは異なる場合びあります。 
♦本書は、 FE- 5050、 FE- 4050共通の取撮説明書です。カメラのイラストは、 FE-5050 を使用して説 
巧しています。 

どちらか一方に固有の機能または形状の場合は、機種名を明記しています。 




ステジブ Y 箱の中身を確認ずる 



ステツブ^カメラを準備ずる 

「カメラを準備ずる」 （P. 16) 

ステツブ4カメラの巧い方を巧!る 

「カメラの設定操作」 （P. 3) 


ステップ3 写真を撮って再をずる 

「撮影する-再生する-消去する」 （P. 23) 

ステップクプリントずる 

「ダイレクトプI」ント」 (PictBridge) (p. 50) 
「プリント予約」 （DPOF) (p. 54) 
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Web 版取巧説巧書 

才 U ンバスホームぺージにて作例写真を使った撮影テクニックを紹介していまず。 

http://www.olympus.co.jp/jD/imsa/webmanual/ 



















カメラの設定操作 

ダイレクトボタンで操作する 

よく使ラ機能はダイレクトボタンで操作します。 




( 》 シャツターボタン （n. ?4) 

f[WH|| a.T|| ズームボタン (D. 25) 

^ - 

1 


囚ボタン(撮影/再生モード切替） （p.24,26) 

醉3 MENU ボタン (P. 5) 


Fell ©ボタン (>< ニユーガイド） （P.29) 


十字ボタン 

么（上 J / 画像の選択や各種設定に表示される A V<l[> 

INFO ボタン(表示切替） は、十字ボタンを使ラことをおしています。 



▽(下）/ 

雨ボタン(消去） （P.28) 
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メニュ _ で操作ずる 

撮影モードの切 D 曽えや、カメラの様ぐな設定はメニューで操作します。 

0 現在設定されている撒能の組み合わせ、あるいは SCN モード （ P . 30) によつては、選おでをない^ニュー 
があ D ます。 

フアンクシヨンメニュー 

J 最影時に图ボタンを巧ずと、フアンクシヨンメニューぴ表示されます。フアンクシヨンメニューでは、 
撮影 f ー ドを切り替えたり、撮影時によく使ラ機能を設定します。 


撮影モード 



撮影モードの還び方 

<][> で撮影モードを選び、回ボタンを巧して確定します。 

フアンクシヨンメニユーの還び方 

A ▽でメニューを、<|>で項目を選び、因ボタンを巧して確定します。 
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セットアップメニュ ー 

撮影時または再生時に MENU ボタンを巧ずと、セットアップメニューび表示されます。セットアップメ 
ニューでは、 フアン クシ ヨン メニューには表示されない機能や、日時や画面表示設定などカメラの様々 
な機能を設定します。 


1 MENU ボタンを巧す。 

. セツ トアツフメニューび表示されます。 



2 づでページタブを八イライトさせてから、 

A ▽で目的のぺージタプを選び、1>を押す。 

サプメニュー1 

I 



3 A ▽で目的のサプメニュ ー1 を選び、回ボ 


タンを巧す。 


サブメニュー2 

I 



4 A ▽で目的のサブメニユ ー2 を選び、画ボ 
タンを巧す。 

-設定びお定して1画面前に戻 D ます。 


の 設を後、さらに個別の操作びあることびあ0ます。 
詳細は「>^ニュー設定」 ( p . 38-49) をご覧く 
ださし、 



5 MENU ボタンを押して設定を終える。 
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メニューインデックス 


撮影に関連ずるメニュー 



①撮影モード 

P (プ□グラムオート） ..... P.23 

iAUTO (けー ト） . P.30 

け■り（ぶれ軽減) . p.30 

SCN (シーンモード） ....... p.30 

MAGIC 

(マジックフイルター) ....... P.32 

W りてノラマ） . P.33 

货（ムービ ー) .P.24 

(2) フラッシュ . P.34 


④マク〇 . p.34 

④セルフタイマー . P.35 

感露出補正 . p.35 

® ホワイトバランス . P.36 

受に 0 感度 . p.36 

這)画像サイズ（静止画） . P.37 

感 MENU (セットアップ） ► 

む (撮影）/巧仏ービ ー） 

U セッ h . P .38 

画像サイズ（ムービ ー）..... p.38 


圧縮モード（薛止画） ........ P .% 

フレームレート 

(ムービ ー）. p.38 

AF 方■式 . D.39 

デジタ J レスーム . P.39 

咨手ぶれ補正仏ービ ー )...p.39 
ムービー 録音（ムービ ー） ...P.40 

アイコンガイド . p.40 

曰付写し込み . p.40 
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再生•編集 • プリントに関連ずるメニュー 



①囚（再生） 

スライドシヨ ー . P .41 

編集 . p . 41,42 

消去 . P .42 

プ U ント予約 . P .43 

プロ 了クト . p .43 

回転表示 . p .43 


カメラの設定に関連するメニュー 


鸟 

力ード初期化 


医 

デ—タコピ_ 


直 

再生ボタン起動 

起動する 

撮影モード保持 

する 

咱 

PW ON 設定 

音設定 

ピクセルマッピング 

ON 

終了画！ 

ホを四 


①の（設定 1) 

内蔵メモ U 初期化/ 


力ード初期化 . P .44 

データコピー . p .44 

再生ボタン起動 . p .44 

撮影モード保持 . p .44 

PW ON 設定 . P .45 

音設も 1 . p .45 

操作音つ . P .46 


ピクセルマッピング ..... p .46 


( D 化馈定 2) 

モニタ調整 . p .46 

ビデオ出力 . P .47 

節電モード . P .48 

#1信語設定) . p .48 

日時設定 . p .48 

ワ ー J レドタイム . P .49 


FE -5050 のみ 
FE -4050 のみ 
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1 ON/OFF ボタン ...... p . 21,23 

2 動作ランプ ..... P .17, 18, 20 

3 シャツターボタン . P .24 

4液晶モニタ . P .23, 57 

5 MENU ボタン . P .5 

6 ズームボタン . P .25 

7 [ H ] ボタン 

(撮影/再生モード切替） 

. p .24, 26 

8 回ボタン ( OK ). p .4, 21 

9十字ボタン . P .3 

INFO ボタン 
(表お切替） ..... P .26, 29 
雨ボタン(消去) ..... P .28 
J 0© ボタン 

(メ ニュー ガイド) ....... P .29 


ストラップを取0付ける 


FE- 5050 



FE-4050 



の最後にストラツフを少し強めに引っ張り、搁ブないことを確認してください。 
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液晶モニタ 


撮影モード表示 


2 



1 2 



ムービ ー 


I 電池残量 . P .20 

2 撮影モード . P. 23,30 

ゴフラッシュ . P .34 

フラッシュ発光予告’ 

フラッシュ充電 . P .57 

4マクロ . p .34 

5 セルフタイマー . P .35 

6 露出補正 . p .35 

7 ホワイトバランス ....... P .36 

8 に0感度 . p .；36 

9 画像サイズ . P. 37,38 

王0セットアップニュー 

. P -5 

II 日付写し込み . P .40 

12録音(ムービ ー）. P .40 

13 ワ ー J レドタイム . P .49 


14巧手ぶれ補正(ムービー） 

. p .39 

15圧縮モード(静止画） ... p .38 
■16 撮影可能枚数(静止画） 


. P .23 

連続撮影可能時間 

仏ーヒー ). P .25 

J 71 ま巧文モ I 」 . P .65 

王な AF 夕ーゲットマーク 

. p .24 

19手ぶれ警告 

20絞0値 . p .24 

21 シャツター速度 . p .24 


10 JP 


























再生モード表示 


P .20 


• 通常表示 



1 電池残量 . 

2プ1」ント予約/枚数 

. P .54/ P .52 


3 プ□テクト . P .43 

4録音 . P .40, 41 

5 使用メモリ . P .65 

6 コマま号/撮影総枚数 

(静止画） . P .26 

再生時間/録画時間 

(ムービ ー). P .27 

7撮影モード . P .23, 30 

8 シャツター速度 . P .24 

9絞り値 . p .24 

10に0感度 . P .36 

II 露出補正 . P .35 

ホワイトバランス ....... p .36 

13画像サイズ . P .37, 38 

M ファイルま号 

15曰時 . P .21 

圧縮モード(静止画） ... p .38 
フレームレート 

(ムービ ー). p .38 

J 7 音量‘1 . P .45 


FE-5050 のみ 
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ズームを使3 . 25 
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儀能をほいこなず 


34 


フフッソユ を使ラ . 34 

近づいて大きく撮る（マク n 撮影） . 34 

セルフタイマーを使ラ . 35 


明るさを調節する（露出補正） . 35 

自然な色合いに調整ずる（ホワイト； ' C ランス） . 36 

撮影感度を選ぶり SO 感度) . 36 

静止画の画像サイスを選ぶ . 37 



撮影機能を初期設定に戻す[リセット] . 38 

静止画の圧縮モードを選ぶ[圧縮モード] . ；38 

ムービーの画質を選ぶ[画像サイズ/フレームレート] . 加 

ピントを合わせる範囲を選;巧 [ AF 方式] . 39 

光学ズームより大きく J 最る[デジタ J レズーム] . 39 

ムービー撮影時の手ぶれを補正する[巧手ぶれ補正](ムービー) . 如 
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アイコンの説明を表示する[アイコンガイド] . 40 
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静止画を自動再生する[スライドショー] 


41 


画像のサイスを変える[リサイズ] . 41 

画像の一部を切り出ず[卜 U ミンク’] . 41 

青争止画に音声を追加ずる[録音] . 41 

画像を補正する[かんたん補正] . 42 

画像お肖去す别消去] . 42 

画像データに印刷設定を記録する[プ U ント予約] . 43 

画像を消去でさなし、よラにする[フ n テクト] . 43 

画像を回転させる[回転表示] . 43 
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カメラの設定に関運ずるメニュー 


44 


データを完全に消去する[内蔵メモ U 初期化]/ [カード初期化] . 44 

内蔵メモリから力ードへ画像をコピーずる[データコピ ー]. 44 

囚ボタンで電源を入れる[再生ボタン起動].. . 44 

電源を切る前の撮影モードを保持ずる[撮影モード保持] . 44 
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カメラの操イ乍音を言受定する[操イ乍音] ( FE -4050). 46 

CCD と画像姐理機旨目を調整ずる[ピクセ J レマッピング] . 46 

ミ夜晶モニタの明るさを調整する[モニタ調整] . 46 

テレビに合わせて映像信号ち式を選ぶ[ビデオ出力] . 47 

使わないとさに電池の消費を抑える[節電モード] . 48 

表示言語を切0替ぇ别 M ]. 48 

曰付-時刻を設定する[日時設定] . 48 

自宅と訪問先を設定して曰時表示を切り替える[ワールドタイム] . 49 


プ y ントずる 


ダイレクトプリント ( PictBridge ). 50 

プ U ンタの標準設定で画像をプ U ントずる[かんたんフリント] . 50 
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すべてのプ U ント予約を解除する . 55 

1コマずつプ U ントモ約を解除する . 56 
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使い方のヒント 
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アフターサービス 
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海外での使用 I こっし、て ... 64 
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その他のご注意 . 72 

tt 様 . 74 
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カメラを準備ずる 


電池と SD / SDHC メモリーカード 
(風掃)を入れる 


© SD / SDHC メモ U - 力ードが外は、絶対にカメラ 
に入れないで < ださい。 



® 電池□ックノブを矢印の向さに巧しなびら電池 
を入れます。 

© 電池を取0出すには、電池□ックノブを矢印の 
向さに巧して□ックを外してから取0出しまず。 

® 電池/力ードカ y く一の開け閉めの際は、電源を切っ 
てください。 

の カメラをご使巧の際は、必ず電池/力ードカ A "— 
を閉じてください。 

© 力ードをまっすぐに差し、カチッと音びするま 
で押し込んで < ださい。 

© コンタクトェ U アには直接手を軸れないで<だ 
さい。 



の このカメラは SD / SDHC メモ U - 力ード相り売） 

を入れな<てち、内蔵メモ U を使って撮影する 
ことびできます。 rSD / SDHC メモ U - 力ード 
(力ード)を使う」 ( p . 64) 

© r 内蔵メモ U と SD / SDHC メモ U - 力ードの撮影 
可能枚数(静止画)/連続撮影可能時間(ムービー)」 

( p . 66) 


© 電池は©を電池 □ ツクノブ側にして▼側から入 
れて < ださレ。 

電池の外装にキズ等のダメージを加えますと、 
お熱-破裂のおそれびあります。 
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SD/SDHC メモリーカードを取り出すには 
1 2 



© カチッと音がずるまでカードを押しこみ、ゆつく 
0戻してか6、カードをつまんで取 D 出します。 


電池の充電と付属の CD - ROM か6の 
セットアップを巧ラ 

カメラとパソコンを接続して、電池の充電と 
付属の CD-ROM からのセッ ト アップを巧い 
ます。 

© 付属の CD - ROM を使ったカメラのユーザー登 
録、および ib ( PC 用ソフトウェア)のインス! 
ルは、 Windows のみの巧应となります。 

カメラとパソコンを接続している間は、カメ 
ラの電池を巧電することびでをます。 

• 充電中はカメラの動作ランプび点灯し、充電 
が完了すると消えまず。 

© 巧電時間は最長で約3時間です。 

© カメラの動作ランプび点灯しない場合は、接続 
び正しくないか、巧電池/力^ラ/バソコン /USB 
ケープルに異常びある可能性びあります。 

© 動作嚴境は 、 Windows XP ( SP 2 け上）/ 
Windows Vista / Windows 7をおすずめしま 
す。上記 LU 外の場合は、 r 付属の USB - AC アダプ 
夕で充電する」 （ P . 20) をご覧ください。 


Windows 

1 パソコンの CD-ROM ドライブに、付属の 
CD-ROM を入れる。 

Windows XP の場合 

• 「セットアップ」画面び表示されまず。 

Windows Vista / Windows 7 の場合 

• 自動起動の画面び表示されますので、 

「OLYMPUS Setup 」 をクリックしてくだご 
し、。「セットアップ」画面び表示されます。 



© 「セットアップ」画面び表おされない場合は、 
スタートメニユーから r マイコンピユータ」 
(Windows XP ) /「コンピユータ 」 （Windows 
Vista ) /「コンピユーター 」 （Windows 7) をク 
リックし、巧に CD-ROM (OLYMPUS Se 山 P ) 
のアイコンをダブルクリックして 「OLYMPUS 
Setup 」 ウィンドウを開をます。最禮に、 「 SETUP . 
EXE 」 をダプルク U ックしてください。 

© r ユーザーアカウント制御」画面び表おされた場 
合は、 r はし、」または r 続行」をク U ックしてくだ 
さい。 
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2 力ラをパソコンに接続する。 

© カメラをバソコンに接続しても、カメラの画面 
に巧ち表示されない場合、電池残量が普しく不 
足してレる可能性びあります。カメラとバソコ 
ンを接続した状態で電池を充電してから、一旦 
接続を外し、接続し直してください。 


接続方法 



© カメラと他の機器を USB 接続すると、その機器 
との接続ち法を選ぶ設定画面び表示されます。 
[ストレージ]に設定してください。 


3ューヴー登録をわラ。 

• 「ユーザー登録」ボタンをク1」ックし、画面の 
メッセージに従って操作を行って<ださい。 


4 OLYMPUS Viewer 2、 ib (PC 用ソフト 
ウェア)のインスI-ールを行ラ。 

• インストールを行ラ前に動作環境を確認して 
<ださい。 


•「OLYMPUS Viewer 2」または「わ」ボタンをク 

リックし、画面の文ツセージに従ってインス 
トールを行ってください。 


OLYMPUS Viewer 2 


0 S 

Windows XP ( SP 2 iU 上）/ 
Windows Vista / Windows 7 

CPU 

Pentium 41.3 GHz け上 

RAM 

1 GBL ； tb (2 GBL ゴ上推巽） 

HDD の空さ容量 

1 GB m 上 

モニタ 

1024 X 768 ドット iU 上、65,536 
色け上(1,677万色け上推奨） 


ib 


OS 

Windows XP ( SP 2 iU 上）/ 
Windows Vista / Windows 7 

CPU 

Pentium 41 .3 GHz ULh (動画を 
扱う場合 ： Pentium D 3.0 GHz 

け上） 

RAM 

512 MB な上。 G 目け上巧契） 
(動画を扱ラ場合： 1 GBiU 上、 

2 GB け上推奨） 

HDD の空を容量 

1 GB が上 

モニタ 

1024 X 768 ドット政上、65,536 
色け上(1,677万色け上巧契） 

グラフィック 

デバイス 

64 MB け上のグラフィックメモ 

U、DirectX 9 iU 上に対応したグ 
ラフィックドライバ 


ソフトウェアの詳しい使い方は、各ソフトウェア 
のヘルプをご参照 < ださい。 
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Macintosh 

1 パソコンの CD-ROM ドライプに、付属の 
CD-ROM を入れる。 

• デスクトップに CD-ROM (OLYMPUS Setup ) 
アイコンび表示されまずので、 CD - ROM アイ 
コンをダブルク U ックしてください。 

•「 Setup 」 アイコンをダプルク U ックすると、 
「セツトアツス画面び表示されます。 



2 OLYMPUS Viewer 2のインス!ルを巧う。 

• インストールを行ラ前に動作環境を確認して 
ください。 

•「OLYMPUS Viewe 「2」 ボタンをク U ックし、 
画面のメッセージに従ってインストールを 
行って < ださい。 


OLYMPUS Viewer 2 


0 S 

Mac OSXvlO .4.11— vlO .6 

CPU 

Intel Core Solo / Duo 1.5 GHz 

が上 

RAM 

1 GB け上。 GB け上推奨） 

HDD の空を容量 

1 GB け上 

モニタ 

1024 X 768 ドット iU 上、32,000 
色 iU 上(1,677万色し: Lb 推奨） 


言語を変更したい場合は、言語コンボボックスか 
6ご使用の言語を選巧して < ださい。 
ソフトウェアの詳しい使いちは、ソフトウェアの 
ヘルプをご参照 < ださい。 
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付属の USB - AC アダプタで巧電する 

© 付属の US 目- AC アダプタ F -2 AC (が降 USB-AC 
アダプタと呼びます)は充電専巧です。付属の 
USB-AC アダプタをカメラに接続してレると定 
は、撮影や再生など、カメラの操作はでさません。 



© カメラと化の機器を USB 接続すると、その機器 
との接続方法を選ぶ設定画面び表おされます。 
抗罰に設定してください。 

2 FE- 5050 FE- 4050 



動作ランプ 
点打：充電中 
消打：充電完了 


© お買い上げのとを、電池は十分に充電されてい 
ません。お使いになる前に、動作ランプび消え 
るまで(最長約3時間)電池を充電してください。 
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© 電池の充電中に、動作ランプび点灯しなレ墙合 
は、接続び正しくないか、充電池访メラ/ USB - 
AC アダプタび壊れている可能性びあります。 

® 電池と USB-AC アダプタについ口が電池/ USB - 
AC アダプタについて」 （ P . 63) をご覧ください。 

® バソコンに接続している間ち、電池を充電するこ 
とびでさます。充電時間はバソコンなどの性能に 
より大きく異な0ます。（バソコンなどの'14能に 
よっては10時間程度かかる場合ちありまず。） 

電池の充電時期 

次のエラーメッセージび表おされた5電池を充 

電してください。 


ホ < 点滅 



液晶モニタ左上 エラー メ ツセー ジ 




操作ガイド 

画面下部に表おされる操作ガイ円ま 、 MENU 
ボタンや应1ボタン、ズームボタンを使ラこと 
を术しています。 



操作ガイド 


日時•地域 • 表示言語を設定する 

設定した日時は、撮影した画儘のファイル名、 
曰付プ U ントなどに反映されます。また、液 
晶モニタに表示されるメニュー表示や、エラー 
メッセージの言語を選ぶことびでさます。 


1 ON / OFF ボタンを押して電源を入れる。 

• 曰時を設定していないと、曰時設定画面び表 
示されます。 


ON/OFF ( I 



曰時設定画面 


2 心 V で[年]を選ぶ。 


!K| 


© 
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3 O を巧して[年]を確定する。 



4 手順2、3と同様に、 A 7< t > と回ボタ 
ンで[月]、[日]、[時刻](時、分)、 


[年/月/日](日付の順序)を設定する。 

© r 分」を設定中に0砂の時報に合わせて回ボタンを 
巧ずと、正確に時刻を合わせることびできます。 
の 設定した日時を変更するとをは、メニューから 
設定します。[日時設定] ( P .48) 


5 <11>で自宅の地域を選び、回ボタンを押す。 

• A ▽で[サマータイム]の設定びでをます。 



© 設定した地域を変更すると定は、メニューから 
設定します。[ワールドタイム] ( P .49) 


6 心 ▽<> で言語を選び、回ボタンを押す。 


22 JP 








撮影ずる.再生ずる.消去ずる 


最適な紋り値とシャッター速度で撮る 
[プログラムオート] 

カメラまかせの撮影をしなびら、必要に応じ 
て露出補正やホワイトバランスなどを彩な撮 
影メニュー機能を変更でさます。 



ON / OFF ボタンを押して電源を入れる。 

[プ□グラムオート]表示 


液晶モニタ(撮影待機画面) 



[プ□グラムオート]表示でないときは、应)ボタ 
ンを巧してファンクションメニュー画面を表示 
し、撮影モードを P にしてください。「メニュー 
で操作する」 （ P .4) 

現在の撮影モード表示 


の 電源を切るときはもう1度 ON/OFF ボタンを押し 
ます。 


2 カメラを構えて構図をミ夫める。 



縦位置 

©カメラを構えるとさは、フラッシュに指などび 
かからないぶラごを意 < ださい。 
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3 シャッターボタンを半巧しして、撮りた 
いもの(被写体）にピントを合わせる。 

• 被写体にピントび合ラと露出び固定され 
(シャッター速度、絞り値び表示され)、 AF ター 
ゲットマークび緑色に点灯します。 

• AF ターゲットマークびホく点滅したとさは、 
ピン h び合っていません。ちラー度や0直し 
てください。 


若 ♦ 

半巧し 


シャッター速度絞り値 

© 「ピント」 ( p . 59) 

4カメラび揺れないよラ、シャッターボタ 
ンを静かに全押しして撮影する。 



全巧し 


撮穀中に画像を再生するには 

因 ボタンを巧ずと、画像を再をでさます。撮影 
に戻るには、回ボタンを巧すか、シャツターボ 
タンを半巧ししてください。 


AF ター ゲットマーク 
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ムービーを撮る[ムービ ー] 


应)ボタンを押してフアンクシヨン 
ニュー画面を表71^させる。 



<[> で撮該モードをのにし、回ボタンを 
押す。 


[ムービー]表示 








3 シャッターボタンを半巧しして、撮りた 
いをのにピントを合わせてから、そのま 
ま静かに全押しして撮影をはじめる。 



撮影中ホぐ点打 撮影時間 


4シャッターボタンを静かに全巧しして撮 
影を終了する。 

® 音声を同時に録音しまず。 

© 音声録音中はデジタルズームのみ可能でず。光学 
ズームで撮影したい場合は、[ムービー録音] ( P .40) 
をに F 円にしてください。 


ズー厶を使ラ 

ズームボタンを押して撮影する範囲を調節し 
ます。 

広角 ( W ) 側を巧す 望遠 ( T ) 側を押す 

至 WH 正巧 I 


ズームバー 



の光学ズーム: 5 fg ( FE -5050) 
4倍 ( FE -4050) 
デジタルズーム： 4倍 
の 望遠側のブーム撮影時 
[ぶれ醫減] ( p . 30) 
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より大きく撮るには[デジタルズーム] 

の ズームバー表示の違いでズームの状態がわかり 
ます。[デジタルズーム] (P. 39) と[画像サイズ] 
(P. 37) の設定によって表品が異なりまず。 


[デジタルズーム]び [OFF] のとを 


画像 サイズ 

ズームバー表示 

14M (FE- 505 0) / 
12M (FE-4050) 

m で 

光ぎズーム領域 

その他の画像サイズ 

W 节細 

画像の切り出しで 
拡大する領域‘1 


[デジタルズーム]び [ON] のとを 


画像 サイズ 

ズームバー表示 

14M (FE-5050) / 
12M (FE-4050) 

W で 

デジタルズーム領域 

その他の画像サイズ 

W 万で 

画像の切り出しで」 
拡大する領域’1 

デジタルズーム; 

誤域 


少ない函素数のデ~夕ををい画素数に変換する処 
理を行わないため、これによる画質の劣化はあ0 
ません。ただし、拡大でをる倍率は設定した画像 
サイズによ0異な0ます。 

の ズームバーび赤<表示されているとさは、画像 
び粗 < なる可能性びあります。 


續該情報表示を切り替える 

画面上の情報表おを消したり、構図を確認す 
るために畳線を表おするなど、状況に応じて 
画面表示を切り替えることびでさます。 


A ( INFO ) を押す。 


• 押すたびに撮影情報表示び切り替わります。 

「撮影モード表示」 (p.10) 

通常 




♦ 




お TJX オソ 

pi 5? 


攝つた画像を再生する 


1 居]ボタンを押す。 

コマき 号/撮影総枚数 



再生画像 
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2 づ〇で 画 儘を選ぶ。 


前の画像を 巧の画像を 

表示 、•ノ 、ノ 表お 

而 

© |>を長押しすると早送り、<1を長巧しすると早 
戻りします。 

® 画像の表示サイズを変えることびできます。 
「インデックスビュー■拡大表お」 Cp . 29) 

音青を再生するには 

画像に録音した音声を再をするには、画像を違び、 
因ボタンを巧します。音声び録音されている画像 
には、巧アイコンび表示されます。 

の 臨苦！ ( p .41) 



音声再生中 


© FE - 4050をお使いの場合、記録した音声を力^ 
ラ本体で再生することはでさません。テレビま 
たはパソコンに接続して再生してください。 


ムービーを 再生するには 

ムービーを選び、匹]ボタンを巧します。 



ムービ ー 


ムービー再生中の操作 



再生時間/ 
録画時間 


一時停止ずる/ 
再生を再開する 

图ボタンを巧すと、一時停止しま 
す。 

一時停止、早送り、卷さ戻し中に 
因ボタンを巧すと、再生を再開し 
ます。 

早をりする 

|>を押ずと、早送りをしまず。さ 
らに！>を巧すと、早送りの速度び 
早くなります。 

昔さ戻しずる 

<1を巧ずと、巷き戻ししまず。づ 
を押すたびに巻を戻しの速度び早 
くなります。 

音量を調節ずる ‘ 1 

AV で音量を調節します。 


FE - 5050のみ 
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© FE - 4050をお使いの場合、記録した音声をカメ 
ラ本体で再生ずることはで定ません。テレビま 
たはパソコンに接続して再生してください。 


一時停止中の操作 



-時停止中 


A で先頭のコマを、▽で最後尾の 
コマを表示します。 

1>またはづを巧ずと、コマ送り/ 
コマ戻しします。0やづを巧して 
いる間は、再生/逆再をします。 

回ボタンを巧ずと、再生を再開し 
まず。 

ムービー再生を中止するには 

MENU ボタンを巧します。 


頭出しずる 

コマ送りずる/ 
コマ戻しする 

再をを再開ずる 
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再生中の画像を消去するけコマ消去) 



2 心 V で [1 コマ消去]を選び、凹ボタンを押す。 
Q ) [全コマ消去] ( P . 42) や[選択消去] ( P .42) を置 
ぶと、複数の画像をまとめて消去することびで 
をます。 






インデックスビュー•錠大表を' 

インデックスビューでは、すばやく目的の画儘 
を選ぶことびでをます。拡大表示(最大で10倍） 
では画像を細部まで確認ずることびでをます。 

1 ズームボタンを巧す。 

! Wh [[み巧 

1コマ再生 拡大表示 


インデックスビューで画像を選ぶには 

AV づ1>で画像を選び、回ボタンを巧すと、選 
んだ画像の1コマ再生に戻ります。 

拡大表示で画面をスク□—ルするには 

A V づ〇で再生位置を移動できます。 

画像情類表おを切り替える 

撮影時の設定内容を切り替えて表おすること 
びでさます。 



W ♦ At 

インデックスビ ユー 




メニ： Z — ガイドを巧 5 

セットアップメニューを設定中に©ボタンを 
押すと、選ばれている項目の説明び表示され 
ます。 

© 「メニューで操作する」 （ P .4) 
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撮影モードを巧いこなず 


撮影モードを変更するには 

撮影モード (P 、 iAUTO 、 （(か、 SCN 、 MAGIC 、 

W、 巧）はフアンクシヨンメニューで切り誓 
えることびでさます。 
r メニューで操作する」 （P.4) 


攝慕時の手ぶれを疆減する[ぶれ趕減] 

撮影時の手ぶれや被写体ぶれを軽減します。 


カゾラまかせで撮彰するじ才 ー ト] 

カメラび撮影シーンに最適な撮該モードを 
[ポートレート]/ [風景]/ [夜景 S 人物]/ 
[スポーツ]/ [マクロ]の中から自動で選択 
します。シャッターボタンを押すだけで撮影 
シーンにあった撮影びできるフルオートモー 
ドです。 



撮影モードを(((1))にする。 



撮影モードを iAJTO にする。 

カメラび判別したシーンの 
アイコンに切り替わります, 


の 撮影シーンによっては、意図した撮影モードに 
ならない場合びあります。 

© カメラび最適なモードを判定できない場合は、[プ 
□グラムオート]での}最影になります。 

© iAUTO モードでは、設定でをる機能に制限びあり 
ます。 
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撮義シーンに合つたモードを使5 
[シーンモード] 



撮影モードを SCN にする, 






2 ▽を押してサブメニューに移動する。 



3づ〇でシーンに合った撮影モードを選び、 
区)ボタンを巧して確定する。 



設定した[シーンモード]のアイコン 
© [シーンモード]には、撮影シーン別に最適な撮 
影設定びプ□グラムされていまず。そのため、 
モードによっては後から設定を変更できない機 
能びおります。 


項目 

用途 

〇ポートレーい •！ 風景/ 

巧夜景'1/み S 夜景&人物/ 

夕^スポーツ/ぶ?屋内撮影/ 

也キャンドル/な自分撮り/ 

会夕日‘ 1 /国打ち上げ花火‘ 1 / 

り料理/會文書/ 

巧ぶビーチ&スノ ー/* W ペット 

撮影シーンに 
合ったモードで 
撮影ずる。 


被写体び暗いとさは、ノイズ1」ダクシヨン機能び 
自動的に衝をます。そのとをは撮影時間び通常の2 
倍にな0、その間次の撮影はでさません。 


ぺッ トなど動きのある被写体を撮るには 
([ W ぺッ ト]モー ド） 

©<!!> で [* W ペット]を還び、因ボタンを巧 
して確定ずる。 

@AF ターゲットマークを被写体に合わせて 
凹ボタンを巧ず。 

• 被写体を認識すると、被写体の動さに合わ 
せて AF 夕ーゲットマークび動を、自動で 
ピントを合わせ続けます。 
r 動いている被写体に自動でピントを合わ 
せ続けるには（自動追尾)」 ( p . 39) 
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特殊な効果をかけて撮彰ずる 
[マジックフイルター] 


3 <[> でお好みに合ったモードを選び、回 
ボタンを押して確定する。 


お好みの特殊効果を使って、表現豊かな撮影 
びでをます。 


1撮影モードを MAGIC にする。 



2 ▽を押してサブメニューに移動する。 




設定した[マジックフィル 
夕一]のアイコン 


撮影モード 

堤目 

マジックフイルター 

〇ポップ 
©ピン ホー ル 
包フィッシュアイ 
〇スケッチ‘1 
©ウェディング 
©1 □ック 


効果を適巧した画像と適巧していない画像の2枚び 
巧をされまず。 

® [マジックフイルター]には、それぞれの効果に 
最適な撮影設定びプ□グラムされています。そ 
のため、モードにぶっては禮から設定を変更で 
をない機能びあ0ます。 
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パノラマ續驚をする I パノラマ 1 

付属のソフトウェアを使って、パノラマ画像 
を作成するための撮影をします。 

な）ピント、露出 ( P . 35)、ズーム位置 ( P . 25)、ホワ 
イトバランス ( P . 36) は、1枚目の撮影で固定さ 
れます。 

の フラッシュ （ P . 34) は⑤（発光禁止)に固定され 
ます。 


1 撮影モードを仁!にする。 



2 么 v<I> で撮影する方向を選ぶ。 


3シャッターボタンを巧して1コマ目を撮影 
し、2コマ目の構図で構える。 



• 1コマ目を撮影すると、画面上にある白い枠内 
の画像び切り取られ、移動方向と反対側に表お 
されます。2コマ目な降は、表示された画像を 
目をに、次の画像び重なる構図で撮影します。 


4手順 3 を繰り返して必要なコマ数を撮影 
し、最後に MENU ボタンを押す。 

0最大10コマまでバノラマ撮影び巧能です。 

也 バノラマ写真の合成手順は、付属のソフトウェ 
アのヘルプをご覧ください。 
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握を媒能を巧いこなす 


© 「メニューで操作する」 （ P . 4) 

つラッシュを使う 

撮影状況や表現方法に合わせてフラッシュ機 
能を選びます。 

1撮影フアンクシヨンメニューから 
フラッシュを選ぶ。 



2づ〇で設定項目を選び、回ボタンを押し 
て確定する。 


頂目 

説明 

オート駕光 

暗いとをや逆光のとさ、フラッ 
シュび自動的に発光します。 

ホ目軽減 

予備発光を行い、目びホ<写るの 
を軽減します。 

強制駕光 

フラッシュび必ず発光します。 

発光禁止 

フラッシュは発光しません。 


近ヴぃ でホま く撮る(マクロ續驚) 

被写体に接近してを、ピントび合い大きく写 
すことびでさます。 

1撮影フアンクシヨンメニューからマクロ 
を選ぶ。 


.、阳 



'.巧.多 

♦ 

ぶ!! 

© 

齡 .山, . ■」 而 PI 


2 <[> で設定項目を選び、匹)ボタンを押し 
て確定する。 


項目 

説明 

マク□オフ 

マク□モードを解除します。 

マクロ 

被写体に IScnV 1 (60 cm ‘ 2 ) まで 
接近して撮影でをます。 

スーバーマク Cfs 

被写体に 7 cm ( FE -5050) /8 cm 
( FE -4050) まで接近して撮影で 
さます。 

ズームび最ち W (広角)側にあるとき。 


‘ 2 ズームび最を T (望遠)側にあるとさ。 

' 3 ズームは自動的に固定されまず。 

のスーバーマク□撮影のときは、フラッシュ （ P . 34 ) 
とズーム ( P . 25) は設定できません。 
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セルフタイマーを使ラ 


明るさを調節する(露出捕正) 


シャッターボタンを全押しした後、時間を空 
けて撮影します。 


1撮影フアンクシヨン ニューからセルフ 
タイマーを選ぶ。 



2 <0で設定項目を選び、回ボタンを押し 
て確定する。 


堤目 

説明 

セルフタイマーオフ 

セルフタイマーを解除します。 

セルフタイマー 12 s 

セルフタイマーランプび約 

10秒点巧し、さらに約2秒点 
減した後、シャッターび切れ 
まず。 

セルフタイマー 2 s 

セルフタイマーランプび約2 
秒点滅した後、シャッターび 
切れます。 


© セルフタイマーは撮影のたびに設定しなおして 
<ださい。 


撮影モード（りオート]を除く）で、カメラび調 
節した標準的な明るさ(適正露出)を、撮影意図 
に応じて明るくしたり暗くしたりできます。 



2 <>で好みの明るさの画像を選び、应)ボ 
タンを押す。 


動作中のセルフタイマーを中止ずるには 

MENU ボタンを押します。 


JP 35 







爆驚感度を選ぶ aso 感度) 


1撮青ミフアンクシヨンメニューからに〇感 
度を選ぶ。 


有然なを合いに調整する 
(ホワイト八ランス) 

撮影シーンに応じたホワイトバランスを設定 
し、より自然な色合いで撮影でさまず。 


1撮影フアンクシヨンメニューからホワイ 
トバランスを選ぶ。 


2づ〇で設定項目を選び、回ボタンを巧し 
て確定する。 


頂目 

説明 

WB 才ート 

撮影シーンに応じてカメラび自動 
的に調整する。 

晴天 

晴れた屋外で撮影する。 

量天 

量った屋外で撮影する。 

電球 

電球の灯 D で撮影する。 

壁光灯1 

昼光色の堂光打の灯 D (家庭巧照 
明器具など)で撮影ずる。 

壁光灯2 

昼白色の堂光巧の巧0 (デスクス 
タンドなど)で撮影ずる。 

壁光灯3 

白色の堂光灯の巧0 ( オフィスな 
ど)で撮影する。 


2 で設定項目を選び、画ボタンを巧し 

て確定する。 


頂目 

説明 

に〇才ート 

撮影シーンに応じてカメラび自蘭 
的に調整ずる。 

数値 

に0感度を逞おした数値に固定す 
る。 


0国際標準化機構の略称。デジタルカメラの感度 
はフィルム感度ととちにに0規格で定められて 
いるため、感度を表す記号として「に0100」のよ 
ラに表記します。 

® に0感度は、数値抓」、さいほど感度は低くなりま 
すび、十分に日月るいシーンではシャープな画像を 
撮ることびでさます。また数値び大をいほど感度 
は高くなり、暗いシーンでも速いシャッター速度 
で撮影びでをます。ただし感度び高くなるにつれ 
電気的なノイスび増え、画像び粗くなります。 







▼CD1® 


▼©i© 
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静止画の画像サイズを選ぶ 


1撮影フアンクシヨン ニューから画像サ 
イズを選ぶ。 


2づ〇で設定項目を選び、回ボタンを押し 
て確定する。 


項目 

説明 

FE -5050 : 

14 M (4288 X 3216) 
FE -4050 : 

12 M (3968 X 2976) 

A 3 サイズで印刷する。 

8 M (3264 X 2448) 

A 3 サイズけ下で印刷する。 

5 M (2560 X 1920) 

A 4 サイズで印刷ずる。 

3 M (2048 X 1536) 

A 4 サイズ凹下で印刷する。 

2 M (1600 X 1200) 

A 5 サイズで印刷する。 

1 M (1280 X 960) 

はが定サイズで印刷する。 

VGA (640 X 480) 

テレビで見たり、メールや 
ホームページで使巧する。 

16:9 S (1920 X 1080) 

風景などの被写体でワイド 
感を表現したり、ワイドテ 
レビで見る。 




0ムー ビーの画像サイズは、セットアップ メニュー 
から設定して < ださい。 

[画像サイズ/フレームレート] ( p . 38) 

0 r 内蔵メモ U と SD/SDHC メモ U - 力ードの撮影 
可能枚数(静止画)/連続撮影可能時間(ムービー)」 

( p . 66) 
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撮影に閲連ずるメニュー 


© は、初期設定を表します。 


撮慕機能を痴期設定に戻す [ y セット] 

〇 (撮影メニュー） ► リセット 


サブメニュー2 

用途 

実行 

凹下の^ニュー機能を初期設定に戻す。 

• 撮影モード ( P . 30) 

• フラッシュ （ P . 34) 

• マク IlKp . 34) 

• セルフタイマー （ P . 35) 

• 露出補正 ( P . 35) 

• ホワイトバランス ( P . 36) 

• に0感度 ( P . 36) 

• 画像サイズ ( P . 37) 

•む (撮影メニュ ー） / 

.巧仏ービーメニュ ー) 内の機能 

( P . %〜40) 

中止 

現在の設定を残す。 


静止画の圧編モードを選ぶ[足縮モード] 

〇 (撮影メニュー）►圧縮モード 


サブメニュー2 

用途 

ファイン 

高画質で閲覧、印刷ずる。 

ノ ー7 ル 

標準画質で閲覧、印刷する。 


© 「内蔵メ f リと SD/SDHC メモ U — 力ードの撮影 
可能枚数(静止画)/連攝撮影可能時間(ムービー)」 

( p . 66) 


厶 ービーの画質を選ぶ[画像サイズ/フレームレート] 

浴(ムービーメニュ ー) ►画像サイスフレームレート 


サプメニュー1 

ヴプメニュー2 

巧途 

画像サイズ 

VGA (640 X 480) 
QVGA (320 X 240： 

/ 

) 

画像のサイズと粗さに应じて画質を選びます。フレームレートの数 
値び大をい方び滑らかな画像になります。 

フレームレート 

画 30 fps ‘ i / 

陋1 5 fps‘i 


‘1コマ/砂 

© 「内蔵メモ U と SD/SDHC メモ U — 力ードの撮影可能枚数(静止画）/連続撮影可能時間(ムービ ー )」 ( p . 66) 
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-の操作方法は r メニューで操作する j ( p . 4) をご篇<だをい。 


ピントを合わせる範困を還ぶ [ AF 方式] 

〇 (撮影メニュー） ► AF 方式 


サブメニュー2 

巧遠 

顔検出 - iESP 

ピント合わせをカメラまかせにし 
て撮影する。（カメラび人物の顔を 
検出した場合、検出した顔に白い 
枠’ 1 を表示します。シャッターボ 
タンを半押ししてピントび合ラと、 
稱ま緑色‘ 2 になります。また、被 
写体に人物の顔びない場合は、力 
メラびピントを合わせる被写体を 
画面内から探して、自敦的にピン 
卜を合わせまず。） 

スポット 

AF ターゲットマーク内の被写体に 
ピントを合わせる。 

自動追尾 

動いている被写体に自動でピント 
を合わせ続ける。 


被写体によっては、がび現れなかったり、現れる 
までに時間びかかることびあります。 

’ 2 枠びホく点滅したとさは、ピントび合っていませ 
ん。ちラー度やり直してください。 

動いている被写体に自動でピントを合わせ続 
けるには（自動追尾） 

の AF ターヴットマークを被写体に合わせ 
て、应)ボタンを押します。 

感被写体を認識すると、被写体の動さに合 
わせて AF ターゲットマークび動さ、自動 
でピントを合わせ続けます。 

感中止するとさは、凹ボタンを巧します。 


©被写体や撮影状況によっては、ピントを固定で 
きなかったり 、被写体を追尾でをなくなること 
びありまず。 

© 被写体を追尾でをなくなったと定は、 AF 夕一 
ゲットマークびホく点なします。 


光学ズームぶ〇大を < 撮る[デジタルズーム] 

〇 (撮彰メニュー） ► デジタルスーム 


サプメニュー2 

用途 

OFF 

デジタルズーム機能なしで撮影する。 

ON 

デジタルズーム機能を使って撮影 
する。 


の [ stt スーバーマクロ （ P . 34) のとき、[デジタル 
ズーム]は設定でをません。 

© [デジタルズーム]の設定によって、ズームパー 
の表示び変わります。 

「より大きく撮るには」 ( p . 26) 


厶 ービー撮彰時の手ぶれを補正ずる 
[袋手ぶれ補正](ムービ ー) 

稱（ムービーメニュー） ► 按手ぶれ補正 


サプメニュー2 

用途 

OFF 

手ぶれ補正機能なしで撮影する。 

ON 

手ぶれ補正機能を使って撮影する。 


© 手ぶれび大さいとさや被写体の動さによっては、 
補正で定なレことびお0ます。 

© に N ] に設定すると、がし拡大されて撮影されます。 
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厶 ービー摄慕時に音青を録音ずる 
[ムービー録音] 

咨（ムービーメニュー）►ムービー録音 


サプ メニュー 2 

用途 

OFF 

録音しなし、。 

ON 

ムービー撮影時に録音する。 


の [ムービー録茵を!; ON] にすると、デジタルズー 
ムのみ可能です。光学ズームで撮影したい場合 
は、[ムービー録音]を [OF 円にしてください。 
の FE- 4050をお使いの場合、記録した音声をカメ 
ラ本体で再生することはで定ません。テレビま 
たはパソコンに接続して再生してください。 


アイコンの説明を表示ずる 
[アイ3ンガイド] 

〇 (撮影メニュ ー) ►アイコンガイド 


サプ メニュー 2 

用途 

OFF 

表しない。 

ON 

撮影モードや撮影ファンクション 
メニューで選択されたアイコンの 
説明を表示する（力ーソルを合わ 
せ、しば6<すると説明び表示さ 
れます)。 



静止画撮慕時に曰巧を写し込む 
【曰が写し込み] 

〇 (撮影メニュー） ► 日付写し込み 


ヴプ メニュー 2 

巧途 

OFF 

静止画に日付を写し込まない。 

ON 

静止画に日付を写し込んで撮影ずる。 


© 「日付■地域■表示言語を設定する」 （ P .21) 

© 画像に写し込んだ曰付を削除ずることはでをま 
せん。 


な）撮影モードび[バノラスのとき、[日付写し込み] 
は設定でをません。 
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-の操作方法は r メニューで操作する j ( p . 4) をご篇<だをい。 


再生•編集•プリントに閲連ずるメニュー 


静止画を自動再をずる[スライドショー] 

囚（再生メニュー）►スライドショー 

スライ ドショーをはじめるには 

回ボタンを押ずと、スライドショーびはじまり 
ます。スライドショーを中止するには、应)ボタ 
ンまたは MENU ボタンを巧します。 

© スライドショーを再生中に!>を巧すと]コマ送 
り、づを押すと1コマ戻ります。 


画像のサイズを巧える[リサイズ] 

囚（再生メニュー）►編集 ► リサイズ 


ヴプメニュー2 

巧遠 

B 640 X 480 

大定いサイズで撮った画像を、 
メール添付用などのためにルさい 
別画像としてなをする。 

麵 320 X 240 


のづ [> で画像を選ぶ。 

感 A ▽でサイズを選び、应1ボタンを巧す。 


画像の一部を切0おず[卜 ys ング] 

囚（再生メニュー）►編集 ► トリミング 
①づ〇で画像を選び、回ボタンを巧ず。 


感ズームボタンで卜 U ミングヴイスを、 

で卜 U ミング位置を決めます。 



感凹ボタンを巧ず。 

. 編集した画像び、別画像として保存されます。 

静止画に音声を追加する[録音] 

囚（再生メニュー）►編集►録音 

の < lt > で画像を選ぶ。 

CD 録音マイクを音源に向ける。 


FE- 5050 FE-4050 



感凹ボタンを巧ず。 

• 録音びはじまります。 

. 静止画の再生中に約4砂間、音声を追加(録 
音）します。 
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画像を補正ずる[かんたん補正] 

囚（再生;>^ニュー）►編集►かんたん補正 


© 画儘によっては、補正効果が得られない場合が 
あります。 

の 補正により画像び粗くなることびあります。 


サプ メニュー 1 

用途 

すべて 

[逆光自動調整]と[赤目補正]を同 
時に行ラ。 

逆光自動調整 

逆光や光量不足などで暗<なった 
部分を明る < する。 

ホ目補正 

フラッシュ撮影でホ<なった目の 
色を補正する。 


© A ▽で補正項目を選び、凹ボタンを巧す。 
@<11>で補正する画像を選び、应)ボタンを 
巧す。 

• お正した画像び、別画像として保存されます。 


画像を消去ずる【消去] 

囚（再生メニュー） ► 消去 


サプ メニュー 1 

巧途 

全コマ消去 

内蔵メモ U または カー ドの画像す 
ベてを消去する。 

還お消去 

画像を1コマずつ置びなびら消ま 
する。 

1コマ消去 

再生中の画像を消去する。 

中止 

画像の消去を中止する。 


Q ) 内蔵メモリの画像を消去するとをは、カードを 
カメラに入れないで < ださい。 

© カード内の画像を消去するとさは、あらかじめ 
カードをカメラに入れてください。 

[全コマ消ま]するには 

の A ▽で[全コマ消去]を選び、回ボタンを 
巧す。 

感 A ▽で[消去]を選択し、应)ボタンを押す。 

[選択消去]するには 

の A ▽で[選択消去]を選び、应1ボタンを巧 
ず。 

感づ t > で画像を選び、回ボタンを巧してゾ 
7—クをつける。 

• ズームボタンの W を巧ずと、画面びイン 
デックス表示に切り替わり、 A 7<1> で 
すばやく画像を選おすることびでをます。 

1コマ表示に戻るには T を巧します。 

イスーウ 


③手順®を繰り返して消去する画像を選& 
最後に MENU ボタンを巧す。 

@ A V で[消去]を選び、回ボタンを巧す。 

• マークをつけた画像び消去されます。 
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-の操作方法は r メニューで操作する j ( p . 4) をご賣<だをい。 


画像データに巧刷設定を言5録ずる 
[プ y ントホ約] 

E (再生メニュー）►プ IJ ントモ約 

の 口I」ント予約 (DPOF)」(p. 54) 

0プリント予約はカードに記録された静止画だけ 
に設定できます。 

画像を消去でをないぶラにずる 
[ブ□テクト] 

囚（再生メニュー） ► フ□テクト 


画像を回をさせる[回起表示] 

囚（再生メニュ ー）► 回転表示 

©<!!> で画像を選ぶ。 

@凹ボタンを巧して画像を回転させる。 

感必要に応じて手順の、@を繰り返して 
他の画像にを続けて設定を行い、最後に 
MENU ボタンを押す。 

© [回転表示]の設定は電源を切った後ち保持され 
ます。 


(ごプ□テクトされた画像は [1 コマ消去] ( P .28、 
42)、[還択消去][全コマ消去] ( P . 42) では消 
去できませんび、[内蔵^モ U 初期化]/ [カード 
初期化] ( P . 44) を行ラと消去されまず。 

①づ〇で画像を選ぶ。 

感12!ホ K タンを巧す。 

• 再度区)ボタンを巧すと、設定が解除され 
ます。 


③必要に応じて手順①、感を繰り返してプ 
□テクトする設定を続け、最後に MENU ボ 
タンを巧す。 
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カメラの設定に関連ずるメニュー 


データを完をに消去ずる 

[内蔵メモリ巧巧似/巧ード额期化] 

VTi (設定 1) ►内蔵文モ U 初期化/力ード初期化 

© 初期化の前には、大切なデータび記録されてい 
なし'!ことを確認して< ださい。 

© 新しく購入したカード、他のカメラで使巧した 
カード、バソコンなどで他の用途で使用したカー 
ドは、必ずこのカメラで初期化してからお使い 
<ださい。 


サプメニュー2 

巧途 

する 

内蔵メモ U ’ 1 または力ードの画像 
デ~夕（プ□テクトをかけた画像 
を含む)を完全に消去する。 

しなし、 

初期化をキャンセルずる。 


内蔵メモ U を初期化するとをは、力ードを取0出 
しておいて < ださい。 


巧蔵メモ 化かち力ー ドへ画像をコピーずる 
[データコピー] 

VTi (設定 1) ►データコピー 


サプメニュー2 

巧途 

する 

内蔵メモ U の画像データをカード 
にコピーする。 

しなし、 

コピーをキャンセルする。 


® データコピーは時間びかかります。データコピー 
の際には十分に残量びある電地をお使いください。 


[ B ポタンで電源を入れる 
【再生ボタン起動] 

VTi (設定 1) ►再をボタン起動 


サブメニュー2 

用途 

起蘭しない 

電源は入りません。電源を入れる 
ときは ON / OFF ボタンを巧してく 
ださレ。 

起動する 

を長巧しすると電源び入り、 
再生モードで起動する。 


電源を切る前の撮慕モードを保持ずる 
[撮影モード保持] 

VTi (設定 1) ►撮影モード保持 


サブメニュー2 

用途 

する 

電源を切ったと定の}最影モードを 
記憶し、次に電源を入れると、そ 
の撮影モードになる。 

しなし'! 

電源を入れると、 } 最影モードは P 
モードになる。 
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-の操作方法は r メニューで操作する j ( p . 4) をご篇<だをい。 


才ープニング画面の表示を設定する 【PW ON 設定] 

VTi (設定 1) ► PWON 設定 


ヴプメニュー2 

用途 

OFF 

表术しない。 

ON 

カメラ起動時に才ープニング画面び表をされる。 


カメラの電子音を選ぶ•音量を調節する[音設定] ( FE -5050) 

VTi (設定 1) ►音設定 


ヴプメニュー2 

サブメニュー3 

サブメニュー4 

巧途 

消音モード1’2 

OFF/ON 

- 

[ ON ] に設定すると、力^ラの電モ音(操作音、 
シャッター音、警告音)と再生音びオフになる。 

操作音 

種類 

1/2/3 

(シャッターボタンを除 <) ボタンの操作音と音 
量を置ぶ。 

音重 

OFF (無音)または 

2 段階の音量 

シャツタ--音 

種類 

1/2/3 

シャッターを切るとさの音と音量を置ぶ。 

音重 

OFF (無音)または 

2 段階の音量 

S * と立 

雷1=1曰 

OFF (無音)または 

2 段階の音量 

- 

警告音の音量を置ぶ。 

再を音量 

OFF (無音)または 

5段階の音量 

- 

画像を再生するとさの音量を選ぶ。 


[消音モー问びに N ] に設定されていても、画像再生中は A ▽で音量を調節することびできます。 
[消音モード]び [ ON ] に設定されていてち、テレビで画像を再生する場合は、音声ち再生されます。 
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カメラの操が音を設定ずる[操作音] 液晶モニタの巧るさを調壁する[モニタ調整] 

( FE -4050) VT 2 (設定 2) モニタ調整 


tTi (設定 1) ►操作音 


サプメニコ 


用途 

OFF/ON 

ボタンの操作音/カメラの警告音 
の有無を選ぶ。 


サブメニュー2 

用途 

巧るし V 標準 

周囲の巧るさに応じて、見やすい 
液晶モニタの明るさを選ぶ。 


CCD と画像狸理機能を調壁する 
[ピクセル7ッビング] 

VTi (設定 1) ►ピクセルマッピング 

の この機能は、すでにエ屬出荷時に調養済みのため、 
お買い上げ媛すぐに調整ずる必要はありません。 
調鹽ま、年に一度を目安として巧ってください。 

© 最適な効果を得るため、撮影-再生直後より約1 
分け上時間を置いて実行してください。処理中 
にカメラの電源を切ってしまったとをは、必ず 
ちラー度実行して < ださい。 

CCD と画像姐理機能を調整ずるには 

[スタート](サブメニュー 2) 表示中に因ボタン 
を押す。 

• カメラび CCD と画像処理機能のチェックと調 
整を同時に行います。 
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メニユーの操作方法は r メニユーで操作する j ( p . 4) をご真くだをい。 


テレビに合わせて映像信号方式を選ぶ[ビデオ巧力] 

VT 2 (設定 2) ► ビデオ出力 

©国と拙域により、テレビの映像信号ち式は異なります。テレビでカメラの画像を再をする前に、接続ずる 
テレビの映像信号ち式と同じち式を選びます。 


ヴプメニュー 2 

用途 

NTSC 

日本、：!ヒ米、台湾、韓国などでカメラをテレビに接続して再生する。 

PAL 

ヨー □ッバ諸国、中国などでカメラをテレビに接続して再生ずる。 


カメラの画像をテレビで再生するには 

①カメラで、接続ずるテレビの映像信号ち式と同じ方式を選ぶ （[ NTSC ] / [ PAL ])。 
感テレビとカメラを接続ずる。 



感テレビの電源を入れて r 入力」を r ビデオ(カメラを接続した入力端子)」に切り替える。 
© テレビの入力切り誓えについては、テレビの取扱説明書をご覧ください。 

巧)因ボタンを巧して、づ〇で再生する画像を選ぶ。 

© テレビの設定によっては、画像や情報表おの一部び欠けて見えることびあります。 
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使わないとまに電池の消費を抑える 
[節電モード] 

VTz (設定 2) ► 節電モード 


サプ メニュー 2 

巧途 

OFF 

[節電モード]を解除する。 

ON 

撮影中に約10砂間カメラを操作し 
ないとさ、液晶モニタを自動的に 
消すなどして電池の消費を抑える。 


節電モードかち復帰するには 

いずれかのボタンを操作します。 


日が.時刻を設定ずる【曰時設定] 

VTz (設定 2) ► 曰時設定 


日付の表示順序を還ぶには 

の「分」の設定後に>を巧し、 A V で日付の 
表示順序を選ぶ。 



表示言語を切り替える [ M ] 

VTz (設定 2) ► 


サプ メニュー 2 

用途 

ミ亞 

液晶モニタに表示されるメニュー 
やエラーメッセージの言語を選ぶ。 


ので言語を選び、回ボタンを巧す。 
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-の操作方法は r メニューで操作する j ( p . 4) をご篇<だをい。 


自宅と訪問巧を設定して日時表示を巧り替える【ワールドタィム] 

VT 2 (設定 2) ► ワールドタイム 

© [日時設定]を設定していないと、[ワールドタイム]は設定できません。 


ヴプ メニュー2 

サブメニュー3 

巧途 

自宅/訪問先 

ホ 

サプメニュー2のホ（自宅)に設定した地域の曰時を表おする。 

今 

サプメニュー2の今（訪問先)に設定した地域の曰時を表おする。 

ホ、1 

- 

a (自宅)に設定する地域を選ぶ。 

今’1’2 

- 

卡（訪問先)に設定する地域を選ぶ。 


’ 1 サマータイムを実施している地域の場合、么▽で[サマータイム]の設定びでさます。 

’ 2 地域を遵択すると、カメラび自動的にホ（自宅）との時差を計算し、今（訪問先)の日時を設定します。 
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プ y ントずる 

タイレクトプ y ント 
(PictBridgeV 

PictBridge 対応プリンタにカメラを接続し 
て、撮影した画像を直接プ U ントすることび 
でさます。 

お使いのプ U ンタび PictBridge に対応してい 
るかどうかは、プ U ンタの取扱説明書でご確 
認ください。 

PictBridge とは、異なるメーカーのプ U ンタ 
とデジタルカメラを接続し、画像を直接プ U 
ントすることを目的とした規格です。 

の このカメラで設定でをるプリントモード、巧紙 
サイズなどの設定項目は、お使いのプリンクに 
よって異なります。プ U ンタの取扱説明書でご 
確認 < ださい。 

© プ U ントでをる巧紙の種類、用紙やインクカセッ 
卜の取り付け方は、お使いのプ U ンタの取扱説 
巧書でご確認ください。 

ブリンタの標準設定で画像を 
プ£/ントする/■かんたんプソンパ 


1 プリントする画像を液晶モニタに表示する。 
© 「撮った画像を再生する」 （ P .26) 
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2 プ U ンタの電源を入れてから、プリンタ 
とカメラを接続する。 



3 t> を巧してプ U ントをはじめる。 

4続けてプI」ントするとをは、づ1>で画像 
を選び、应1ボタンを巧す。 




プリントを終了するには 

画像選択の画面び表おされた状態でカメラとプ 
リンタから USB ケーブルを抜さます。 



プ y ンタの設定ををまてプ U ントする 
【カスタムプ U ント] 


1 访、んたんプリント] (P. 50) の刮 I 頁1、2 
を巧い、回ボタンを巧す。 


2 A ▽で[カスタムプリント]を選び、回ボ 
タンを押す。 


USB 





3 AV でプ u ントモードを選び、回ボタン 
を押す。 



サプ メニュー 2 

用途 

プリント 

手順6で逞おする画像をプ U ント 
する。 

全コマプリント 

内蔵メモ U/ カード内の全画儘を 
プ U ントする。 

マルチプ1」ント 

1枚の巧紙に同じ画像を複数レイ 
アウトしてプ U ントする。 

ま:コマ 
インデックス 

内蔵メモ U/ カード内の全画像を 
インデックス(一覧)形式でプ U ン 
卜する。 

予約プ U ント 

プ U ント予約の内容にしたびって 
プ U ントする。 


プ U ン h 予約された画像びないとをは、[予約プ U 
ン h] は選択でさません。「プ U ント予約 (DPOF)」 
(p. 54) 
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4 AV で[サイズ](サブメニュー 3) を選び、 
1>を押す。 

© [プ U ント巧紙設定]画面び表おされないとをは、 
[サイズ]と[フチ]/ [分割数]はプ U ンタに固有 
の標準設定でプ U ントされます。 


1ブ U ント用沾巧定 1 


サイズ 

フチ 


岛属宰設定 

• 旦揉準岂定 

戻る IMW 

ホちの 


5 A V で[フチ]/ [分割数]の設定を選び、 
应)ボタンを押す。 


サプ メニュー 4 
(フチ/分割数） 

用途 

有り/無し’1 

用紙の周辺にを白をつけてプ IJ ント 
する(有0)。 

用紙いっぱいにプ I 」ントずる(無し)。 

(分割数はプリン 
夕により異なる） 

手順3で[マルチプ I 」ント]を選んだ 
とさのみ、分割数を還ぶ。 


還択でさる[フチ]の設定はプ U ンタによって異な 
0ます。 

C ) 手順4、5で[且標準設定]を選択ずると、プリン 
夕に固有の標準設定でプ U ントされます。 



か ブリント田 a 

I 巧モが lA 结細予が) ▼ 


6 <1>で画像を選ぶ。 

ス表示している画像をプ I 」ント予約すると 
をは、 A を押す。 

表示している画像の詳細設定を巧ラとを 
は、▽を押す。 


詳細な設定を行うには 

の么マづ〇で設定を巧い、应)ボタンを巧す。 




プリント巧巧设定 




1プリント巧な 1巧 1 

日付 • 巧し 
フ 7 イルる 巧し 
トリミング 


サブ 

メニユ ー5 

プ U ント 
枚数 

サブ 

メニユ ー6 

〇〜10 

用途 

プ U ントずる画像の枚数 
を選ぶ。 

日付 

有 D / 無し 

画像に曰付をプ U ントす 
る(有り）。 

画像に曰付をプ1」ン h し 
ない(無し）。 

ファイル名 

有り/無し 

画像にファイル名をプ U 
ントする(有り）。 

画像にファイル名をプ U 
ントしない(無し)。 

卜 IJS ング 

(設定画面 
に進む） 

画像の一部を置んでプ U 
ントする。 
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11 MENU ボタンを押す。 


12山 SB ケースレを损いてください]び表お 
されてから、カメラとプ U ンタから USB 
ケープルを抜く。 
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プリントす約 ( dpofV 

プ u ント予約とは、カード巧の画像にプリン 
卜する枚数や曰付を印刷する指定を記憶させ 
ることです。パソコンやカメラびなくてち、 
プ U ント予約したカードだけで、 DPOF 対応 
のプ U ンタや DPOF 対応のプ1」ントショップ 
で簡単にプ U ントすることびでをます。 

DPOF とは、デジタルカ^ラの自動プ I 」ントアウ 
h 情報を記録するための規格です。 

の プリント予約は、力ードに言5歸された画像にの 
み設定することびで定ます。あらかじめ画像が 
言己録されているカードをカメラに入れてからプ 
I 」ント予約をしてください。 

© 他の DPOF 機器で設定した DPOF 予約内容をこ 
のカメラで変更することはでさません。予約し 
た機器で変更して<ださい。また、このカメラ 
で新たに DPOF 予約を巧ラと、他の機器で予約 
した内容は消去されます。 

の DPOF 予約で予約でをる枚数は、1枚の力ードに 
つを999画像です。 


1コマずつプ y ントホ約ずる 
[ロマホ約] 


1 セットアップメニューを表示する。 

の 「メニューで操作する」 ( p . 4) 

2 因馆生メこュ ー) の口 U ント予約]を 
選び、应1ボタンを押す。 



3 A ▽で [1 コマ 予約]を選び、 回 ボタンを 
押す。 
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4 <] I > で予約する画儘を、 A ▽で予約する 
枚数を選び、区)ボタンを巧す。 



5 A ▽で旧時プ U ント]画面での設定を選 
び、应)ボタンを押す。 


ヴプ メニュー 2 

巧途 

無し 

画像のみをプ IJ ントずる。 

曰付 

画像と撮影年月日をプ U ントする。 

時刻 

画像と撮影時刻をプ IJ ントする。 



6 A ▽で[予約する]を選び、臣)ボタンを押 
す。 


力ー ド巧の画像ををて1巧ずつ 
プ y ントず約ずる[をコ7ホ約] 


1 [1〕マ予約]也54)の手順1、2を巧ラ。 


2 A V で[全コマ予約]を選び、回ボタンを 
押す。 

3 [1 コマ予約]の手順5、6をラ。 

すべてのプ y ント予約を解陈する 

1 [1 コマ予約](口.54)の手順1、2を巧ラ。 


2 A V で [1 コマ予約]、[全コマ予約]のい 
ずれかを選び、回ボタンを押す。 



3 AV で[辭除する]を選び、回ボタンを押 
す。 
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1 コマずつプ y ントホ約を 
解陈する 


1 [1 コマず約](口.54)の手順1、2を行ラ。 


2 AV で [1 コマ予約]を選び、回ボタンを 
押す。 


3 AV で[辭除しない]を選び、回ボタンを 
押す。 


4 <] I > で予約を辭除する画儘を選び 、 AV 
で予約する枚数を「0」にする。 


5 必要に応じて手順4を繰り返し、最後に 
应)ボタンを押す。 


6 AV で[日時プリント]画面での設定を選 
び、应)ボタンを押す。 

• プ U ント予約の設定び残っている画像に、逞 
巧した設定び適用されます。 


7 AV で[予約する]を選び、回ボタンを押 
す。 
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巧い方のヒント 


思い通りに操作でさない、画面にメッセージ 
び表示されるびどラして良いかわからないと 
をは、し乂下を参考にしてください。 

放曆かな？と思ったら 

電池 

r 電 地を入れてちカメラが動かない」 

• 充電された電池を正しレ向さで入れる。 

「電池と SD/SDHC メモリーカード(別売)を入 
れる」 （ P .1 日)、 r 電池の充電と付属の CD-ROM 
からのセットアップを行う」 （ P .17)、 「付属の 
USB-AC アダプタで充電する」 （ P .20) 

• 寒さのため一時的に電池の性能び低下している 
ことびあります。カメラから電池を一度取り出 
し、ポケットに入れるなどしてみし温めます。 

力ード•内蔵メモ U 

「メッセージが表示される」 

「エラーメッセージ」 （ P . 58) 

シサツタ—ポタン 

r 撮影で きない_| 

• スリープモードを解除する。 

カメラは電源オンの状態で、何を操作しない 
と3分後にス U —プモードと呼ばれる省電力状 
態に入り、液晶モニタは自動的に消灯します。 
この状態でシャッターボタンを全押ししてち撮 
影でさません。ズームボタンやその他のボタン 
を操作して、力;><ラをス|」ープモードから復帰 
ごせてから撮影しましよラ。さらに12分放置 
すると、カメラは電源オフの巧態になります。 
ON/OFF ボタンを巧して電源を入れてくださし、。 


• 囚 ボタンを押して、撮影モードに切り曽える。 
.ち （フラッシュ充電)アイコンの点滅び消える 
のを待って撮影する。 

• 長時間使用し、カメラの内部温度び上びると、 
自動的に動作を停止するとをびあ0ます。電 
池を取り出し、カメラびをえるまで待ちます。 
また使巧中にカメラの外測の温度ち上び0ま 
ずび、故障ではあ D ません。 

液晶モニタ 

「尉こくい」 

• 結露’ 1 び起こっている可能性びあるので、電源 
を切0、カメラ全体びまわ0の温度になじん 
で乾燥するのを待ってから撮影する。 

寒いところから急に暖かく湿った部屋など 
に入れたと定に露びで定ること。 

r 画面に織スジが入る」 

• 晴天下など非常に明るい被写体にカメラを向け 
ると、画面に縦スジび入る場合びあります。撮 
影した静止画にはスジは写りません。 

「撮穀した画像に光が写っている J 

• 夜間にフラッシュを発光させて撮影すると、 
空気中のほこ0などに光び反射して、画像に 
写りこむことびあります。 

日時機能 

「設定した日時が元に戻った」 

• 電池を抜いた状態で約1曰間’ 2 放置すると、曰 
時の設定は初期設定に戻 D ます。設定し直し 
てください。 

’ 2 初期設定に戻るまでの時間は、電池を入れ 
替えてからの時間によって異なります。 
「日時-地域-表示言語を設定ずる」 （ P . 21) 
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その他 

「撮影時にカメラ巧部から音がずる J 

• 撮影可能状態ではオートフォーカス動作を 
行っているため、カメラを操作しなくてちレ 
ンズを動かしている音びすることびあ0ます。 


エラータッセージ 

© 液晶モニタにけ下のメッセージび表示されたと 
きは、け下の内容を確認してください。 


ェ ラー 

メ ッセージ 

問題を解ミ夫するには 

の 

この力ードは使 
巧でさません 

カードの問題 

新しいカードを入れます。 

回 

書さ込み禁止に 
なつていまず 

カードの問題 

力ードの書を込み禁止スイッチ 
び 「 LOCK 」 になつています。ス 
イッチを戻して解除してくださ 
い。 

を 

撮影可能枚数び 

0です 

内蔵メモリの問題 
• 力ードを入れます。 

-不要な画像を消去します。‘1 

だ] 

内蔵メモリに残 
量びありません 


エラー 

メ ッ セージ 

問題を稱巧ずるには 

の 

撮影可能巧数が 

0 でず 

カードの問題 
• 力ードを交換します。 

-不要な画像を消去します。‘ 1 

の 

力ード残量び 
ありません 

々ードセット 7 ップ 

し！ E か 7 I 

トドの 曲 ft 

S 定の 

カードの問題 

A ▽で[力ード初期化]を選び、 

应)ボタンを押します。続けて 

A ▽で[する]を造び、回ボタン 
を巧します。‘ 2 

* モリセント 7 ツプ 

i=e 才 7 I 

巧モリ曲 M 化 

S 定の 

内蔵メモリの問題 

A ▽で[内蔵メモ U 初期化]を選 
び、凹ボタンを巧します。続け 
て A ▽で[する]を選び、回ボタ 
ンを巧しまず。‘ 2 

■■■■■■• 

!■■■■■# 

画橡が記録され 
ていません 

内蔵メモリ/カードの問題 

撮影してから再をします。 

m 

この画像は再を 
でさません 

選んだ画橡の問題 
画像ソフトなどを使いパソコン 
で再生します。それでを再生で 
さないとさは、画像ファイルの 
一部び壊れています。 

回 

この画橡は編集 
でをません 

選んだ画橡の問題 

画像ソフトなどを使いパソコン 

で編集します 。 
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エラー 

メ ッ セージ 

問題を解決するには 

D 

電地残量び 
ありません 

電池の問題 

電池を充電します。 

か、 •が 

接続されて 
し1ません 

接続の問題 

カメラとパソコンまたはプリン 
夕を正しく接続します。 

基 

用紙び 

ありません 

プリンタの問題 

プ1」ンタに用紙を補巧します。 

巧 

インクび 

ちりません 

プリンタの問題 

プ U ンタにインクを補充します。 

紐づまりです 

プリンタの問題 

紙づまりを解消します。 

ブリンタの設定び 
変更されました‘ 3 

プリンタの問題 

プリンタを使用でさる状態に戻 
します。 

岛 

プ U ンタエラーです 

プリンタの問題 

カメラとプ U ンタの電源を切0、 
プ U ンタのげ態を確認してから 
ちラー度電源を入れ直しまず。 

m 

この画像はプ U ン 
卜でさません' 4 

選んだ画像の問題 

パソコンなどを使いプリントし 

ます。 


‘ 2 データはすべて消去されます。 

‘ 3 プ U ンタ側で用紙カセツ h を取0出すなどの操作 
をすると表示されます。プ U ントの設定中は、プ 
U ンタの操作をしないで < ださい。 

’ 4 他のカメラで撮影した画像などでは、プ U ントで 
をないちのびあ0ます。 


績慕のヒント 

イメージした通りに写真を撮るための撮影方 
まびねからないとさは、切下を参考にして< 
ださい。 


ピント 


r 狙ったちのにピントを合わせたい J 
. 画面の中む W 巧にある被写体を撮る 

被写体と同じ距離にあるちのにピントを合わ 
せたあと、構図をみめて撮影します。 

半巧し ( P . 24) 

• [AF 方式] (P. 39) を[顔検出 ’iESP] にずる 

• [自動追尾] Cp .39) で撮る 

動いてレる被写体に自動でピントを合わせ続 
けて撮れます。 


大切な画像は消す前にパソコンに取り込んでくだ 
さい。 
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. オートフォーカスび苦手な被写体を撮る 

iu 下のときは、被写体と同じ距離にあるコン 
トラストのはつをりとしたちのにピントを合 
わせたあと（シャツターボタン半押し）、構図 
をみめて撮影します。 


コントラストびはつを0 
しない被写体 


画面中央に極端に明るい 
ちのびあるとを 


縦線のない被写体’ 1 



カメラを縦位置に構えてピントを合わせてか 
ら、横位置に戻して撮影するのを効果的です。 


遠い被写体と近いちのび 
混在するとを 


動をの速い被写体 


ピン h を合わせたいちのび 
中央にない 


眶 


みぶ巧 


r ぶれない写真を撮りたい」 

• ((かモード ( P . 30) を怯って撮る 
• 撮影シーンをを^ (スポーツ）にずる （ P . 30) 

夕 k (スポーツ）を選ぶと、速いシャッタース 
ピードで撮影でさるので、被写体ぶれにち有 
効です。 


• 高い旧〇感度で撮る 

高い に 0感度を還ぶと、フラッシュを使えな 
い場所でち速いシャ ッタースピー ドで撮影で 
さます。 

「撮影感度を置ぶ 0 SO 感度)」 ( p . 36) 

露お(明るさ) 


r イメージ通りの明るさで撮りたい」 

• [強制発光] ( P . 34) フラッシュで撮る 

逆光でち被写体び暗くならずに撮れます。 

• 霊出補正 ( P . 35) して撮る 

画面を確認しなびら明るさを調節して写しま 
す。通常、白い被写体(雪など）を撮影ずると 
実際より暗く写ってしまいますび、プラスに 
巧正すると見たままの白を表現することびで 
をます。黒い被写体を撮影すると刮ま、逆に 
マイナスに補正すると効果的です。 
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がい 


WB 


r 見た目と同じ色で撮りたい」 

• ホワイトバランス ( P . 36) を選んで撮る 
通常は [ WB オート]でほとんどの環境を力 
バーしますび、破写体の条件によっては設定 
を変えて試してみるほラび良レことびありま 
す。（晴天下の曰陰や、自然光と照明光び混ざっ 
てあたるとを、など） 



r をめ細かい写真を撮0たい」 

. 光学 ズームで 撮る 

デジタルズーム （ P . 25) を使わないで撮影し 
ます。 

• 括い旧0感度で撮る 

に 0感度を高くすると、ノイズ(本来そこには 
ないはずの色のかさな点や色むら）び謂生し、 
画像び粗<見えます。また低レとをよりは粗 
くなります。 

r 撮影感度を選ぶり so 感度)」 Cp . 36) 

電池 

r 電地を長持ちさせたい」 

. 下の操作は実際に撮影しなくても、 電ミ 也を 
消耗するので、なるベ< 避ける 
• シャッターボタンの半巧しを繰0返す。 

• ズーム 操作を繰0返す。 

• [節電 モード] ( P . 48) を [ ON ] にずる 


再生•編集のヒン h 


巧ぶ 巧 


r 内蔵メモリ、またはカード巧の画像を再生したい」 
• 巧蔵メモリ巧の画像を再をずるときは、カー 
ドを巧く 

「電池と SD/SDHC メモ U — 力ード(別売)を入 
れる」 （ P .16) 

編集 よ 


r 静止画に録音済みの音声を消したい」 

• 画像の再を時に、静かなところ(無音げ態)で 
追加録音をずる 
臨音] ( P . 41) 
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資料 


ア フターサー ビス 

• お証書はお買い上げの販売店からお渡しいたしま 
すので r 販売店名-お買レ上げ曰」等の記入された 
をのをお受け取り<ださい。ちし記入ちれびあっ 
た場合は、ただちにお買い上げの販売店へお申し 
出ください。また保証内容をよくお読みの上、大 
切にお管してください。 

• 本製品のアフターサービスに関するお問い合わせ 
や、万一故障の場合はお買い上げの販売店、当社 
イ慶巧センター、またはサービスステーションにご 
相談<ださい。取扱説明書にしたびったお取扱い 
により、本製品び万一故障した場合は、お買い上 
げ曰より満1ヶ年間 rf 呆証書」記載内容に基づいて 
無料修理しすこします。 

• 保証期間経過後の修理等については原則として有 
料となります。 

. 当力^ラの補修用性能部品は、製造打ち切り體5 
年間を目まに当社で保有しております。したびっ 
て本期間中は原則として修理をお受けいたしま 
す。なお、期間後であっても修理可能な場をもあ 
りますので、お買い上げの販売店、当社修理セン 
ター、またはサービスステーションにお問い合わ 
せ < ださい。 

. ミ毎外で故障■不具合びちじた場合は、才 I 」ンパス 
代理店リストに記載の⑩マークび付いた販売店- 
サービスステーションまでご依頼ください。 

. 本製品の故障に起因する付随的損害(撮影に要し 
た諸費用、および撮影により得られる利益の喪失 
等)については補償しかねます。また、運賃諸掛 
かりはお客様においてご負担願います。 


• 修理品をご送付の場合は、修理箇所を指定した書 
面を同封して十分な捆包でお送りください。また 
控えび残るよラ宅配便または書留小包のご利用を 
お願いします。 


お手入れ 


カメラの巧測 

• 柔らかい布でやさし<巧いて<ださい。ミちれびひ 
どい場合は、ラすめた低刺激のせっけん水に巧を 
浸して、固く絞ってから、ミちれをなさ取ります。 
そのあと、乾いた布でよく巧きます。ミ毎辺でカメ 
ラを使巧した場合は、真水に浸した布を固<絞っ 
てなさ取りまず。 

液晶モニタ 

• 柔らかい巧でやさしく巧さまず。 

レンズ 

. レンズプ□ワー（市販)でほこりを收さ化って、レ 
ンプク U —ニングペーパーでやさし<巧をます。 

電池/ USB - AC アダプタ 

• 乾いた柔らかい布で巧きまず。 

© 絶対にベンジンやアルコールなどの強い溶 
剖や化学雑中を使わなレで < ださし、。 

の レンズを巧れたままにしておくと、カビび 
生えることびあります。 
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カゾラの保管 

. カメラを長期間使用しないとさは、電池や力ード 
を取り列してから風通しびよ<涼しい乾燥した場 
所に巧管して < ださい。 

• 巧管期間中でち、とさどさ電池を入れてカメラの 
動作を確かめて < ださし、。 

© 薬品を撮ラよラな場所での保管は腐食など 
の原因になるため避けてください。 


電池/ USB-AC アダプタについて 

• 電池は、当社製 U チウムイオン電池 ( LI -42 B ) 1個 
を使用します。それな外の電池は使用でさません。 

©注意： 

指定 LU 外の電池を使用した場合、爆発(または破 
裂)の危険びあります。使用済み電池は取扱説明 
書 ( P .71) に従って廃棄してください。 

• カメラの消費電力は、使用条件などにより大さく 
異なります。 

. な下の条件では撮影をしな<てち電力を多<消費 
するため、電池の消費び早<なります。 

• ズーム動作を繰0返す。 

• 撮影モードでシャッターボタンを半巧しして、 
オートフォーカス動作を繰 D 返す。 

• 長時間、液晶モニタで画像を表示する。 

. バソコンやプリンタとの接続時。 

. 消耗した電池をお使いのときは、電池残量警告び 
表示されずにカメラの電源び切れることびありま 
す。 


. ご購入の際、充電池は十分に充電されていません。 
ご使用の前に付属の USB - AC アダプタ F -2 AC OU 
降 USB - AC アダプタと呼びます)まはた別売の巧 
電器 U -41 C で充電を行ってください。 

• 付属の USB - AC アダプタを使用したときの充電池 
の充電時間は通常約3時間（目安)です(使巧巧況に 
より異なります)。 

• 付属の USB - AC アダプタは充電専用です。 

付属の USB - AC アダプタを力^ラに接続している 
とさは、撮影や再生など、カメラの操作はでさま 
せん。 

• 付属の USB - AC アダプタはこの力^ラ専用です。 
付属の USB - AC アダプタを他の力^ラに接続して 
電池を充電することはでをません。 

他の機器類に接続してご使用しないでください。 

• プラグインタイプの USB - AC アダプタにつレて： 
付属の USB - AC アダプタは垂直、または床に水平 
に正しく据え付けてください。 
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海がでの使用について 


• 充電器と USB - AC アダプタは、世界中のほとんど 
の家庭用電源 AC 100 〜 240 V (50/60 HZ ) でご使 
用になれます。ただし、国や地域によっては、電 
源コンセントの形状び異なるため、変換プラグア 
ダプタ(市販)び必要になる場合びあります。 




変換プラグアダプタ 
(市販品の一例） 


1 

詳しくは、電気店や旅行代理店でご確認ください。 

• 市販のミ毎列旅行用電モ変圧器（トラベルコンバー 
ター)は、巧電器と USB - AC アダプタびお障する 
ことびありますので使用しないでください。 


甲=時け 


SD/SDHC メモリーカード 
(力ード)を使う 

カード(および内蔵メモ U ) は、撮影画儘を記録 
するためのフイルムにあたるちのです。記録さ 
れた画像(データ）は、削除やパソコンでの加工 
を自由にできます。内蔵メモ U はカメラから取 
り出したり、交換することびでさませんび 、力一 
ドはカメラから取0出したり、交換することび 
できます。また容量の大さなカードを使用する 
と、記録でをる枚数を増やすことびでさます。 

SD / SDHC メモリーカードの書を込み禁止ス 


^^ッチ 


SD / SDHC メモ U —力ード本体は書き込み禁止ス 
イッチを備えています。スイッチを 「 LOCK 」 側 
にしておくと、カードへの書き込みやデータの 
削除、初期化がでさな<なります。スイッチを 
戻すと書さ込み可能にな0ます。 



このカメラで巧用でまるカード 

SD / SDHC メモ IJ — 力ード 

(最新情報は当社ホームページをご確認ください。） 
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新しいカードを巧ラと去には 

新しく購入したカード、他のカメラで使用した 
カード、パソコンなどで他の用途で使用したカー 
ドは、必ずこのカメラで初期化してからお使い 
ください。 

[内蔵メモ U 初期化]/ [カード初期化] ( p . 44) 

画像の巧巧巧をお認ずる 

内蔵メモリまたはカードのどち5を使用して撮 
影-再生しているか、液晶モニタで確認でさます。 

博 巧メモ U 表示 

化：内蔵メモリ使用 
困： 力ード使用 


使用メモリ表示 



• 麵咖 2® TiasyaJ 

再生モード 


© [内蔵メモ U 初期化]/ [力ード初期化]や [1 
コマ消去]、[還択消去]、[をコマ消去]を行つ 
てち、力ード内のデータは完全には消去され 
ません。廃棄ずる際は、カードを破壊ずる 
などして個人情報の流出を防いでください。 


カードの読み出し/書ま込み動作 

撮影時のみ、データの書き込み中に使用メモ U 
表示び赤く点打します。データの書き込み中は 
絶対に電池/カードカバーを開けたり、 USB ケー 
ブルを抜いたりしないでください。撮影した画 
像び破壊されるだけでなく、内蔵メモ U または 
カードび使用でさなくなることびあります。 



ホく点灯 


JP 65 





巧商メモリと SD/SDHC メモリーカードの撮嚴可能巧留[(静止画）/連続撮彰可能時巧(ムービ ー) 

© 撮影可能枚数および連続撮影可能時間は目安です。実際の撮影可能枚数および連続撮影可能時間は、撮影 
条件や使用する力ードによって異なります。 


静止画 


画像サイズ 

圧縮モード 

撮影可能が数 

内蔵メモリ 

SD/SDHC メモ U - 力ード 
(1 GB ①場合） 

[EH 4288X3216*' 

Fine 

13枚 

141枚 

N ホ M 

27枚 

279枚 

tm 3968X2976*' 

Fine 

16枚 

165枚 

N ホ M 

31枚 

325枚 

fiH 3264X2448 

Fine 

23枚 

242枚 

N ホ M 

45枚 

473枚 

■3!i 2560X1920 

Fine 

37枚 

388枚 

N ホ M 

72枚 

747枚 

B!i 2048X1536 

Fine 

60枚 

624枚 

N ホ M 

。〇枚 

1,236枚 

Wm 1600X1200 

Fine 

98枚 

1,009枚 

N ホ M 

189枚 

1,954枚 

Wm 1280X960 

Fine 

150枚 

1,553枚 

N ホ M 

294枚 

3,028枚 

晒 3 640X480 

Fine 

534枚 

5,506枚 

N ホ M 

980枚 

10,095枚 

陋 0 1920X1080 

Fine 

90枚 

931枚 

N ホ M 

178枚 

1,835枚 


FE- 加加のみ 
FE- 4050のみ 
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ムービ ー 


画橡サイズ 

フレーム 

レー ト 

I 連続撮影可能時間 I 

巧蔵メモリ 

SD/SDHC メモ! J - 力ード 
(1 GB の場合） 

音声ち0 

音声なし 

音青あ0 

音声なし 

M 640 X 480 

圓 

51秒 

52秒 

8分55秒 

8分58砂 

国 

1分43秒 

1分44秒 

17分44秒 

17分56秒 

B 320 X 240 

剛 

2分20秒 

2分22秒 

24分5秒 

24分27秒 

陋 

4分36が 

4分44秒 

47分27が 

48分54秒 


0力ードの容量に関わらず、一度に記録できるムービ-•の最大ファイルサイズは、 2 GB までになります。 

撮影枚巧を増やずには 

不要な画儘を消去するか、カメラをパソコンなどに接続して画儘をなをしてから、内蔵メモリ/カード 
の画像を消去します。 [1 コマ消去] ( p . 28. 42)、[選択消去] (P. 42)、[全〕マ消去] (P. 42)、 

[内蔵メモ U 初期化]/ [カード初期化] ( p . 44) 
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哀ミにお使い L 1ただ < ために 

ご度用の前に、この内容をよ < お読みのラえ、 
製品をまをにお巧い<ださい。 

ここにおした注意事翊ま、製品を正しくお使い 
いたださ、お客様や他の人々へのを害と財産の 
損喜を未然に防止するためのわのです。内容を 
よ<理解してから本文をお読みください。 


A 

この表示を無視して誤った取り扱いをする 
と、人び死亡または重傷を負ラ差し迫った危 
険の発生び想定される内容をおしています。 

を巧 

A 

警告 

この表示を無視して誤った取 D 扱いをする 
と、人び死 t または重傷を負ラ可能性び想 
定される内容を示しています。 

A 

この表示を無視して誤った取 D 撮レをする 
と、人び傷害を負ラ可能性び想定される内 
容おぶび物的損害のみの発生び想定される 
内容をおしています。 

を意 


製品の®り巧いについてのごミち意 

A 警告 

• 可燃性ガス、爆黄性ガス等ぴ大気中に巧をするお 
それのある場所では使巧しない 
引火-爆発の原因とな0ます。 

• フラッシュや LED を人(特に乳幼旧)に向けて至近 
距離で黄光させない 
• カメラで日光や強い巧を見ない 
視力障害を さたす おそれびあ0 ます。 


• 幼巧、子供の手の届く場所に放置しない 

な下のよラな事故び発生するおそれびあ0ます。 

• 誤ってストラップを首に巻さつけ、窒息を起こす。 
. 電池などのかさな付属品を飲み込む。万一飲み 
込んだ場をは、直ちに医師にご相談ください。 

• 目の前でフラッシュび発光し、視力障害を起こす。 
. 力^ラの動作部でけびをする。 

. ほこりや湿気、油煙、 扇 気のるい場所で長時間使 
用した0、保管しない 
火が-感電の原因となりまず。 

. フラッシュの凳光部分を手で覆ったまま凳巧しない 

. 連続発光を、発光部分に手を軸れない 

やけどのおそれびあ D ます。 

• 分稱や改造をしない 

感電-けびをするおそれびあります。 

• 巧部に水や異物を入れない 

火が-感電の原因となりまず。 

万一水に落としたり、内部に水や異物び入ったと 
さは、すぐに電源を切り電池を巧さ、販売店、当 
社修理センター、またはサービスステーシヨンに 
ご相談 < ださい。 

• 通電中の USB - AC アダプタ、巧電中の電地に長時 
間關れない 

充電中の USB - AC アダプタや電池は、温度び高く 
なります。長時間皮膚び轴れていると、お温やけ 
どのおそれびあ D ます。 

• 専用の当社製リチウムイオン電地、巧電器、 
USB - AC アダプタ W 州ホ使巧しない 

発熱、蜜形などによ D 、 义災■感電の原因とな D 
まず。またカメラ本体または電源び故障した0、 
思わめ事故びおさる可能性びあ0ます。専用品が 
外の使用によ D 生じた傷害は補償しかねますの 
で、ご了承ください。 


68 JP 




• SD/SDHC メモ U— カード lU かは、絶対にカメラ 
に入れない 

その他の力ードを誤って入れた場合は、無理に取 
り出さず、当社修理センター、またはヴービスス 
テーションにご相談ください。 

A ま意 

. 異臭、異常音、煙び出たりずるなどの異常を感じ 
たとをは使用を中止ずる 

火が-やけどの原因となることびあります。 
やけどに注意しなびらすぐに電池を取り外し、販 
売ち、当社修理センター、またはサービスステー 
ションにご連絡 < ださい。 

(電池を取りがす際は、素手で電池を触らないで 
ください。また可燃物のそばをおけ、屋外で行っ 
て < ださい。） 

• 濡れた手でカメラを操巧しない 

故障■感電の原因となることびあります。また、 
USB-AC アダプタの抜さ差しは、濡れた手では絶 
対にしないで < ださい。 

• カメラをストラップで提げて持ち運んでいるとき 
は、化のものに引つかか6ないように注意する 

けびや事巧の原因となることびあります。 

• 高温になるところに放置しない 

部品の劣化-火災の原因となることびありまず。 

• USB-AC アダプタのコードを傷つけない 
USB-AC アダプタのコードを引っ張ったり、継ぎ 
足したりは絶対にしないで<ださい。必ず電源プ 
ラグを持って、抜さ差しを行って<ださい。 

な下の場合はただちに使用を中止し、販売店、当 
社修理センターまたはサービスステーションにご 
相談 < ださい。 

•電源プラグのコードび熱い、焦げ真い、煙び出 
ている。 

• USB-AC アダプタのコードに傷、断線、または 
電源プラグに接軸不良びある。 


電池についてのごを意 

液漏れ、発熱、発火、破裂、誤飲などによるや 
けどやけびを避けるため、が下のを意事項を必 
ずお守りください。 

A を巧 

• 乂①中に巧下したり、加熱しない 
発火■破裂-火災の原因となります。 

• (+)(-) 端子を金属類で接続しない 

• 電池と金属製のネックレスやヘアピンを一緒に持 
ち運んだり、な管しない 

ショート、発熱し、やけど • けびの原因となります。 

. 直射日光のあたる場所、が天下の車内、ストープ 
のそばなど高ミ豆になる場所で使巧-放置しない 

液漏れ、発熱、破裂などにより、火災•やけど- 
けびの原因となります。 

. 直接 A ンダ巧けしたり、変形•改造 •が 解をしない 
端テ部安全弁の破壊や、内容物の飛散び生じ危険 
です。 

火災■破聲■発火-液漏れ-発熱-破損の原因と 
なります。 

• 電源コンセントや自動車のシガレットライターの 
差し込み口等に直接接続しない 

火災■破聲■発火-液漏れ-発熱-破損の原因と 
なります。 

• 電ミ 也の液び目に入った場合は失日月のおそれぴちる 
ので、こす6ず、すぐに水道水などの定れいな水 
で十分に巧し1流したあと、直ちに医師の診断を受 
けてください。 


JP 69 



A 警告 

• 水や海水などにつけたり、端子部を;'16さない 
• 濡れた手で独ったり持ったりしない 
感電-故障の原因とな0ます。 

• 所定①巧電時間を超えてち巧電ぴ完了しない場合 
は、巧電を中止する 

火災■破聲■発火-発熱の原因となります。 

. が装にキズや破損のある電池は怯巧しない 
破裂-発熱の原因となります。 

• 電ミ 也に強い衝撃を与えたり、投げたりしない 
破裂-液漏れの原因となります。 

• カメラの電ミ也室を変形させたり、異物を入れたり 
しない 

• 液漏れ、変色、変形、その他異常び発生した場合は、 
使巧を中止する 

火災-感電の原因とな0ます。 

販売店または当社サービスステーシヨンにご相談 
くだごい。 

• 電ミ也の液ぴ巧岳•巧類へ付着すると、巧岳に傷害 
を起こすおそれびあるので、直ちに水道水などの 
されいな水で巧し、流してください。 

A ミち意 

. 電ミ 也を怯ってカメラを長時間連続怯巧したちと 
は、すぐに電池を取り出さない 
やけどの原因となることびあります。 

• 長期間使巧しない場合は、カメラか6電ミ也をかし 
てお< 

液漏れ-発熱により、火災-けびの原因となるこ 
とびあります。 


USB-AC アダプタについてのごミモ意 
A を巧 

• USB-AC アダプタをミ需6したり、濡れた状態また 
は濡れた手で邮ったり持ったりしない 

故障-感電の原因とな D ます。 

• USB-AC アダプタを巧などで覆コたげ態で博用し 
ない 

熱びこちってケースび蜜おした0、义災■発义- 
発熱の原因とな D ます。 

• USB-AC アダプタを分辭•改造しない 

感電-けびの原因とな0ます。 

• USB-AC アダプタは指定の 電源電圧で 博用ずる 
指定ながの電源電圧を使用すると、火义-破裂- 
発煙■発熱■感電-やけどの原因とな D ます。 

A 警告 

• コンセントか6の巧き差しは、必ず USB-AC アダ 
プタ本体を持つ 

USB-AC アダプタ本体を持たないと、火災-感電 
の原因となることびあ0ます。 

政下の場合はすぐに使用を中止し、販売店、当社 
修理センター、またはサービスステーションにご 
相談 < ださい。 

.USB-AC アダプタび熱い、焦げ臭い、煙び出て 

いる。 

• 電源プラグに接触不良びある。 

A ミち意 

• お手入れの際は、 USB-AC アダプタ本体をコンセ 
ントか6巧いて行弓 

USB-AC アダプタ本体を巧かないで斤うと、感電 • 
けびの原因となることびあ0ます。 
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使用上のごを意 


使用条件について = 

• 本製品には精密な電子部品び組み込まれていま 
す。しソ下のよラな場所で長時間使巧したり放置す 
ると、動作不良や故障の原因となる可能性びおり 
ますので、避けてください。 

• 直射曰光下や夏の海岸、窓を閉め切った自動車 
の中、を暖房器、加湿器のそばなど、高温を湿、 
または温度-湿度変化の激しい場所 
•砂、ほこ0、ち0のをい場所 
• 火気のある場所 
• 水に濡れやすい場巧 
. 激しい振動のある場所 

• カメラを落とした D ぶつけたりして、強い振動や 
ショックを与えなレでくださし、。 

• レンズを直射曰光に向けたまま撮影または放置し 
ないでください。 CCD の退色-焼をつをを起こす 
ことびあ D ます。 

• 寒い戸外から暖かい室内に入るなど急激に温度び 
変わったとさは、カメラ内部で結露び発生する場 
合びあります。ビニール袋などに入れてから室内 
に持ち込み、カメラを室内の温度になじませてか 
らご使用ください。 

• カメラを長期間使用しないと、カビびはえるなど 
巧障の原因となることびありまず。使用前には動 
作点検をされることをおずずめします。 

. テレビ、電子レンジ、ゲーム機、スピーカー、大 
型モーター、電波塔や高圧線のおくでカメラを使 
巧すると、磁気や電磁波、電波、高電圧の影響で、 
カメラび誤動作する場合びおります。カメラび正 
常に動作しない場合は、電源を切ってから、再度 
電源を入れてください。 


• カメラのそばにクレジットカードや磁気定期券、 

フ□ッピーディスクなどの磁気の影響を受けやす 
いものを近づけないでください。データび壊れて 
使用でをなくなることびあります。 

. 云脚に取り付ける隙は、力^ラを回さず、兰脚の 
ネジを回してください。 

• 本体の電気接点部には手を触れないでください。 

• レンズに巧理な力を加えないで<ださい。 

雪池にっし 、 r _ 

• 当社製 I」チウムイオン充電池は、当社デジタルカ 
^ラ専用です。他の機器に使用しないでください。 

• 電池の （+)(-) 端テは、常にきれいにしておい 
てください。汗やミ由でミちれていると、接触不良を 
起こす原因となります。充電や使用する前に、乾 
いた巧でよ < ないて < ださレ。 

• 充電式電池をはじめてご使用になる場を、また長 
時間使用していなかった場合は、ご使用の前に必 
ず充電してください。 

• 一般に電池は低温になるにしたびって一時的に性 
能び低下することがあります。寒;令地で使用する 
とさは、力^ラを防寒具や衣服の内側に入れるな 
ど保温しなびら使用してください。ほ温のために 
性能のお下した電池は、常温に戻ると性能び回復 
します。 

• 撮影条件、使用環境および電池により、撮影枚数 
び減/ぶすることびあります。 

• 長期間の旅行などには、予備の電池を用意される 
ことをおすすめします。海外では地域によって電 
池の入手び困難な場合びあ0ます。 
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• 使用;きみの充電式電池は責重な資源です。充電式 
電池を捨てる際には、 （+)(-) 端子をテープな 
どで絶縁してから最寄の充電式電 
池I」サイクル協力店にお持ちくだ 
ごい。詳しくは一般社団法人 JBRC 
ホーム'\—ジ (http://www.jbrc. 
com) をご覧ください。 

液晶モニタについて 

本製品は背面の表示に、液晶モニタを使巧し 
ています。 

. 力^ラを太陽などの強い光線に向けると、内部を 
破損するおそれびあります。 

• 液晶モニタは強<押さないで<ださい。画面上に 
にじみび残り、画像び正し<再生されな<なった 
り、液晶モニタび割れたりするおそれびあります。 
万一破損した場合は中の液晶を□に入れないで< 
ださい。液晶び手足やな類に付着した場合は、直 
ちにせっけんで洗い流して< ださい。 

• 液晶モニタの画面上下に光び帯状に見えることび 
ありますが、故障ではありません。 

• 破写体び斜めのとを、液晶モニタにギヴギヴび見 
えることびありますび、故障ではありません。記 
録される画像には影響ありません。 

• 一般に低温になるにしたびって液晶モニタは点な 
に時間びかかったり、一時的に変色したりする場 
をびあります。寒;令地で使用するとをは、お温し 
なびら使用してください。あ温のためにせ能のあ 
下した液晶モニタは、常温に戻ると回復します。 

. 本製品の液晶モニタは、精密度の高い技術でつく6 
れていまずび、一部に常時点巧ちるいは常時点巧し 
ない画素が巧在することびあります。これ6の画素 
は、記録される画像に影響はちりません。また、見 


る角度により、特性上、色や明るさにむ5び生じる 
ことがちりまずび、液晶モニタの構造によるちので 
故障ではあ日ません。ご了承ください。 

その他のごミ主意 

• 本書の内容については将来予告なしに変更するこ 
とびあります。商品名、型番等、最新の情報につ 
いてはカスタマーサボートセンターまでお問い合 
わせ <ださい。 

• 本書の内容については、万全を期して作成してお 
りますび、万一ご不審な点、誤り、記載ちれなど、 
お気づさの点びございましたらカスタマーサポー 
トセンターまでご連絡ください。 

. 本書の内容の一部または全部を無断で複写ずるこ 
とは、個人としてご利用になる場合を除き、禁止し 
ます。また、無断転載は固くお断0しまず。 

• 本製品の不適当な使用にぶる万一の損害、逸失利 
益、 または第兰ちからのいかなる請ホに関し、当 
社では一切その責任を負レかねますのでご了承< 
ださい。 

. 本製品の故障、当社指定列の第=をによる修理、 
その他の理由にぶ D 生じた画像データの消失にぶ 
る、損害および逸失利益などに関し、当社では一 
切その責任を負レかねますのでご了承 < ださし、。 

. 本製品で撮影された画像の質は、通常のフイルム 
式カメラの写真の質とは異なります。 


鎮 

Li-ion 00 
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電液障害自を規制について 


この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装 
置は、家庭環境で使用することを目的としていま 
すび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に 
近接して使巧されると、受信障害を引を起こずこ 
とびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。 

VCCI-B 


接続ケープル、 USB-AC アダプタ (USB-AC アダ 

プタ対応機種のみ)は、必ず、当製品指定のちの 
をお使い < ださい。 

指定品！;(外では、 VCCI 協会の技術基準を超える 
ことび考えられます。 


商標について 

Windows は米国 Microsoft Corporation の登録商 
標です。 

Macintosh および Apple は米国アツプル社の商標 
または登録商標でず。 

SDHC □二 f は商標です。 

その他本説明書に記載されているずべてのブラン 
ド名または商品名は、それらの所有をの商標また 
は登録商標です。 


カゾラファイルシステム規巧にごいて 

カメラファイルシステム規格とは、電子情報技術 
産業協会 (J 曰 TA) で制定された規格 「Design rule 
for Camera File system/DCF」 です。 
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am 


カメラ _ 

:デジタルカメラ(記録■再生型) 


_デジタル記録 、 JPEG ( DCF 準拠)_ 

_ Exif 2.2、 DPOF、PRINT Image Matching III . PictBridqe 
Wave フオー マツト準拠 

_ AVI Motion JPEG に準拠 _ 

~内~蔵メモ U 

SD メモ U —カード 
_^ DHC メモ U - 力ード _ 

: FE - 加加：1400万画素 
FE -4050 :1200万画素 

: 1/2.3 型 CCD (原色フイルター) 

レンズ ： FE -5050 :才 U ンバスレンズ 4.7 〜 23.5 mm 、 F 2.8 〜 6.5 


(35 mm フイルム換算％〜130 mm ネ目当） 

FE -4050 :才 U ンパスレンズ 4.9 〜 19.6 mm 、 F 3.2 〜 5.9 
(35 mm フイルム換算27〜108 mm ネ目当） 


測光方式 

撮像素モによるデジタル ESP 測光 

シャツター 

4〜1/2000砂 

撮影節囲 

FE - 加加： 0.6 m 〜 w ( w ) 1.0 m 〜 w ( T ) (通常） 


0.15 m 〜 w ( w ) 0.6 m 〜 M ( T ) (マク□時） 
0.07 m 〜°〇 (ス ー) (-マク□時） 

FE -4050 : 0.6 m ~°°( W ) 1.0 m 〜^〇け）（通常) 
0.2 m 〜 w ( w ) 0.4 m 〜 ° o ( T ) (マク□時） 

0.08 m 〜 W (スーノ くーマク□時） 


液晶モニタ 

: 2.7 型(インチ） TFT カラー液晶、230,000ドット 

コネクタ 

: DC 入力端モ / USB 端子/ AV 出力端モ(マルチコネクタ） 

自動カレンダー機能 

: 2000〜2099年の範囲で自動修正 


お式 
記録方式 

静止画 
対応規格 
静止画音责 
動画 
記録媒体 

カメラ部有効画素数 
画橡素子 
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梗巧環境 

温度 

0む〜40で（動作時）/-20む〜60で（なを時） 

湿度 

30%〜90% (動作時）/10%〜90% (な存時） 

電源 

専用リチウムイオン電池(当社製 U -42 B ) 1個 

大定さ 

FE -5050 :幅 92.0 mmX 高さ 55.0 mmX 厚ご 18.8 mm (突起部を除く） 

FE -4050 :幅 91.7 mmX 高さ 56.0 mmX 厚ご 19.9 mm (突起部を除く） 

質量 

FE -5050 : 114 g (電池/力ードを含む） 

FE -4050 : 112 g (電池/力ードを含む） 

リチウムイオン巧電池 U -42 B 

形式 

充電式 U チウムイオン電池 

公称電圧 

DC 3.7 V 

公称容量 

740 mAh 

巧放電回激 

約300回(使巧ずる条件により異なります。） 

使巧環境 

温度 

0む〜40■亡成電時）/-10む〜60で（動作時）/-20ご〜35む（おを時） 

大定さ 

幅 31.5 mm X 高さ 39.5 mm X 厚さ 6.0 mm 

質量 

約 15 g 

USB - AC アダプタ F -2 AC 

Model No . 

F -2 AC -1 A / F -2 AC -2 A / F -2 AC -1 B / F -2 AC -2 B 

定格入力 

AC 100 〜 240 V (50/60 HZ ) 

定格出力 

DC 5 V 、500 mA 

巧電時間 

約3時間 

使巧環境 

温度 

0む〜40む（動作時） /- 20む〜60で（な存時） 

大きさ 

幅50.0 mm X 高ご54.0 mm X 厚さ22.0 mm 

質量 

約 46 g ( F -2 AC -1 A ) /約 42 g ( F -2 AC -2 A ) / 


約 44 g ( F -2 AC -1 B ) /約 40 g ( F -2 AC -2 己) 


外観-仕様は改善のため予告な<変更することびあ0ますので、あらかじめご了承<ださい。 
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OLYMPUS 

オリンパスイタ—ジング株式会な 

于 163-0914 東京都新宿区西新宿2の3の1新宿モノリス 

♦ ホームページによる情報提供について 

製品仕様、パソコンとの接続、 0 S 对応の状況、 Q & A 等の各種情報を当社ホームぺージで提供しております。 
また、オンライン修理受付の詳細やインターネットでのお申し込み、修理に関するお問合せ先（修理センター、 
国内サービスステーションなど)、カスタマーヴポートセンターの営業曰•営業時間につきましても当社ホーム 
ページで最新情報をお知らせしております。 

オリンバスホームぺージ http://www.olympus.co.jp/ から「お客様ヴポート」のぺージをご参照ください。 


♦ 製品に関ずるお問いちわせ巧（カスタマーサポートセンター） 

フ U- ダイヤル 

麻0120 -08421 5携帯電話 PHS か引ま 042-642-7499 

FAX 042-642-7486 調査等の都合上、回答までにお時間をいただく場合がありまずので、ご了承ください。 


厘利でお得なサービスメニューをご用意しています 


♦ オンライン修理受付のご案内 

オンライン修理受付では、インターネットを利用して修理のお申し込みや修理の状況をご確認いただけまず。 
また、下記にご案内しておりますピックアップサービス（引取修理）も、オンライン修理受付からお申し込み 
いただけまず。 

♦ ピックアップサービス（引取修理）のご案内 

才 I 」ンバス指定の運送業者が、捆包資材を持ってお客様ご指定の日時にご自宅へお伺いし、故障した製品を 
お預かりします。お客様自身での捆包は不要です。その後製社にて修理完成後、お客様のご自宅へ返送い 
たします。 



電話でのお申し込みの場合： r オリンパス修理ピックアップ窓 DJ 函 0120 -971995 
営業時間：平日8:00〜21:〇〇 ±’日•ネ兄日9:00〜17:00 (指定休業日を除く） 




※記載内容は変更されることがあります。 
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